
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）圧縮されたオーディオ符号化データを入力し、前記入力されたオーディオ符号化
データの全てのフレーム又は１部のフレームを出力する第１のオーディオ符号変換送信手
段と、
　（ｂ）入力されたオーディオ符号化データの全部又は一部を復号化して得られたデータ
を符号化し、得られた符号化データの全てのフレーム又は１部のフレームを出力する第２
乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手段と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する手段と、
　を備える、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項２】
　（ａ）圧縮されたオーディオ符号化パケットデータを入力し、前記入力されたオーディ
オ符号化パケットデータの全てのパケット又は一部のパケットを出力する第１のオーディ
オ符号変換送信手段と、
　（ｂ）前記入力されたオーディオ符号化パケットデータを復号化して得られたデータを
符号化し、得られた全てのパケットデータ又は１部のパケットデータを出力する第２乃至
第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手段と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する手段と、
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　を備える、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項３】
　（ａ）圧縮されたオーディオ符号化データを入力し、前記入力されたオーディオ符号化
データの全てのフレーム又は１部のフレームを復号して得られたデータを符号化し、得ら
れた符号化データを出力する第１のオーディオ符号変換送信手段と、
　（ｂ）前記第１のオーディオ符号変換送信手段が符号化した全てのフレーム又は１部の
フレームを符号化し、得られた符号化データを出力する第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以
上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手段と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する手段と、
　を備える、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項４】
　（ａ）  圧縮されたオーディオ符号化パケットデータを入力し、前記入力されたオーデ
ィオ符号化パケットデータを復号化して得られたデータを符号化し、得られた符号化パケ
ットデータを出力する第１のオーディオ符号変換送信手段と、
　（ｂ）前記第１のオーディオ符号変換送信手段が符号化した全てのパケットデータ又は
１部のパケットデータを符号化し、得られた符号化パケットデータを出力する第２乃至第
Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の正整数）のオーディオ符号変換送信手段と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する手段と、
　を備える、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項５】
　（ａ）圧縮されたオーディオ符号化パケットデータを入力し、前記入力されたオーディ
オ符号化パケットデータの全て又は１部を出力する第１のオーディオ符号変換送信手段と
、
　（ｂ）前記第１のオーディオ符号化手段に入力されたオーディオ符号化パケットデータ
の全てのパケットデータ又は１部のパケットデータに対してパケットを複製し、複製して
得られたパケットデータを出力する第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）の
オーディオ符号変換送信手段と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する手段と、
　を備える、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項６】
　（ａ）圧縮されたオーディオ符号化データを入力し、前記入力されたオーディオ符号化
データを復号化し、復号化して得られたデータを符号化し、得られた全てのフレーム又は
一部のフレームを出力する第１のオーディオ符号変換送信手段と、
　（ｂ）前記入力されたオーディオ符号化データを復号化し、復号化して得られたデータ
を符号化し、得られた符号化データの全てのフレーム又は１部のフレームを出力する第２
乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手段と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する手段と、
　を備える、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項７】
　（ａ）圧縮されたオーディオ符号化パケットデータを入力し、前記入力された符号化パ
ケットデータを復号化し、復号化して得られたパケットデータを符号化し、符号化して得
られた全てのパケット、又は一部のパケットを出力する第１のオーディオ符号変換送信手
段と、
　（ｂ）入力された符号化パケットデータを復号化し、復号化して得られたパケットデー
タを符号化し、符号化して得られた全てのパケットデータ、又は１部のパケットデータを
出力する第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
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段と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する手段と、
　を備える、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項８】
　（ａ）圧縮されたオーディオ符号化データを入力し、前記入力されたオーディオ符号化
データの全てのフレーム、又は、１部のフレームを出力する第１のオーディオ符号変換送
信手段と、
　（ｂ）前記入力されたオーディオ符号化データを復号化し、復号化して得られたデータ
を符号化し、符号化して得られた符号化データの全てのフレーム又は１部のフレームを出
力する第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手段
と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する手段と、
　を備える、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項９】
　前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の少なくとも１つが、１部のフレーム
を選択するにあたり、オーディオデータの性質又は予め定められた規則に従ってフレーム
を選択する、ことを特徴とする請求項１、３、６、８のいずれか一に記載のオーディオデ
ータの符号変換伝送装置。
【請求項１０】
　前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の少なくとも１つが、１部のパケット
を選択するにあたり、オーディオデータの性質又は予め定められた規則に従ってパケット
を選択する、ことを特徴とする請求項２、４、５、７のいずれか一に記載のオーディオデ
ータの符号変換伝送装置。
【請求項１１】
　前記第１のオーディオ符号変換送信手段において、前記入力された符号化データを復号
化し、前記復号化して得られたデータを符号化するにあたり、前記入力された符号化デー
タの圧縮率と同一又はより高い圧縮率で圧縮する、ことを特徴とする請求項３、４、６、
７のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項１２】
　前記第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段において、前記入力された符号化デー
タを復号化し、前記復号化して得られたデータを符号化するにあたり、前記入力された符
号化データの圧縮率と同一又はより高い圧縮率で圧縮する、ことを特徴とする請求項１又
は２に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項１３】
　前記第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段において、前記入力された符号化デー
タを復号化し、前記復号化して得られたデータを符号化するにあたり、前記第１のオーデ
ィオ符号変換送信手段の圧縮率と同一又はより高い圧縮率で圧縮する、ことを特徴とする
請求項３、４、６、７のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項１４】
　前記第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段のそれぞれの出力と、前記第１のオー
ディオ符号変換送信手段からの出力とが、互いに時間をあけて、出力されるように制御す
る手段を備えている、ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一に記載のオーディオ
データの符号変換伝送装置。
【請求項１５】
　前記第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、前記第１乃至第Ｎの
オーディオ符号変換送信手段のうち少なくとも１つについて符号化の圧縮率を選択し、前
記第１乃至第Ｍの伝送路へ送出する手段を備えている、ことを特徴とする請求項１乃至８
のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置。
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【請求項１６】
　前記第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段が、前記第１のオーディオ符号変換送
信手段と同一又は異なる伝送手段を用いて、一定または適応的に変化する時間間隔をおい
て送信する、ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか一に記載のオーディオデータの
符号変換伝送装置。
【請求項１７】
　それぞれが、前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段を備えた第１乃至第Ｍ（
ただし、Ｍは１以上の整数）の符号変換送信処理部を備え、
　前記第１乃至第Ｍ（Ｍは１以上の整数）の符号変換送信処理部の出力が、それぞれ、前
記第１乃至第Ｍ（Ｍは１以上の整数）の伝送路に送出される、ことを特徴とする請求項１
乃至８のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項１８】
　それぞれが、前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段を備えた第１乃至第Ｍ（
Ｍは１以上の整数）の符号変換送信処理部を備え、
　前記第１乃至第Ｍ（Ｍは１以上の整数）の符号変換送信処理部のそれぞれの前記第１乃
至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の第１乃至第Ｎの符号化データ出力を、互いに時間
間隔をあけて多重化して出力する手段を備え、
　前記第１乃至第Ｍ（Ｍは１以上の整数）の符号変換送信処理部の多重化出力が、前記第
１乃至第Ｍ（Ｍは１以上の整数）の伝送路に送出される、ことを特徴とする請求項１乃至
８のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項１９】
　

第１乃至第Ｍ（ただし、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送
路から符号化データを受信する伝送路を選択する選択手段と、
　前記選択手段で選択された伝送路から符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠落が
なく受信された符号化データを抽出し、抽出された符号化データに基づき、符号化データ
を再構成して出力する手段と、
　を備える、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換受信装置。
【請求項２０】
　

第１乃至第Ｍ（ただし、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送
路から符号化データを受信する伝送路を選択する選択手段と、
　前記選択手段で選択された伝送路から符号化データを受信し、伝送誤りがない、又は欠
落がなく受信された符号化したパケットデータを抽出し、抽出された符号化パケットデー
タに基づき、符号化パケットデータを再構成して出力する手段と、
　を備える、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換受信装置。
【請求項２１】
　前記選択された伝送路より受信した同一フレームの符号化データの中から、圧縮率に基
づき、１つを選択する手段を備えている、ことを特徴とする請求項１９に記載のオーディ
オデータの符号変換受信装置。
【請求項２２】
　前記選択された伝送路より受信した同一のフレームのパケットデータの中から、圧縮率
に基づき１つを選択する手段を備えている、ことを特徴とする請求項２０に記載のオーデ
ィオデータの符号変換受信装置。
【請求項２３】
　前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段のうちの複数のオーディオ符号変換送
信手段に対して、前記入力されたオーディオ符号化データを復号化して出力するオーディ
オデータ復号化手段を、共通に備え、
　前記複数のオーディオ符号変換送信手段のそれぞれは、前記入力されたオーディオ符号
化データを復号化して得られたデータを符号化する場合に、前記オーディオデータ復号化
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手段から出力されたデータを符号化する、ことを特徴とする請求項１、３、６、８のいず
れか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項２４】
　前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段のうち複数のオーディオ符号変換送信
手段に対して、前記入力されたオーディオ符号化パケットデータを復号化して出力するオ
ーディオデータ復号化手段を、共通に備え、
　前記複数のオーディオ符号変換送信手段のそれぞれは、前記入力されたオーディオ符号
化パケットデータを復号化して得られたデータを符号化する場合に、前記オーディオデー
タ復号化手段から出力されたパケットデータを符号化する、ことを特徴とする請求項２、
５、７のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置。
【請求項２５】
　請求項１、３、６、８のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置と、
　請求項１９又は２１に記載のオーディオデータの符号変換受信装置と、
　を備えている、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送システム。
【請求項２６】
　請求項２、４、５、７のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置と、
　請求項２０又は２２に記載のオーディオデータの符号変換受信装置と、
　を備えている、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送システム。
【請求項２７】
　請求項２５又は２６記載のオーディオデータの符号変換伝送システムにおいて、
　前記オーディオデータの符号変換伝送装置の前記第１乃至第Ｎの前記オーディオ符号変
換送信手段の出力が互いに時間的に離間した状態で伝送されるように、遅延を制御し、前
記各データを多重化して出力する手段を備え、多重化されたデータが伝送路に送信される
、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送システム。
【請求項２８】
　符号化データを出力する符号化装置と、
　請求項１、３、６、８のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置と、
　請求項１９又は２１のいずれか一に記載の１又は複数のオーディオデータの符号変換受
信装置と、
　１又は複数の復号化装置と、
　を備え、
　前記符号化装置からの符号化データを前記オーディオデータの符号変換伝送装置が入力
し、
　１又は複数の前記オーディオデータの符号変換受信装置が前記オーディオデータの符号
変換伝送装置からの出力をそれぞれ入力し、
　前記復号化装置が対応する前記オーディオデータの符号変換受信装置からの符号化デー
タを入力して復号化する、
　ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送システム。
【請求項２９】
　符号化データを出力する符号化装置と、
　請求項２、４、５、７のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送装置と、
　請求項２０又は２２に記載の１又は複数のオーディオデータの符号変換受信装置と、
　１又は複数の復号化装置と、
　を備え、
　前記符号化装置からの符号化データを前記オーディオデータの符号変換伝送装置が入力
し、
　前記１又は複数のオーディオデータの符号変換受信装置が前記オーディオデータの符号
変換伝送装置からの出力をそれぞれ入力し、
　前記復号化装置が対応する前記オーディオデータの符号変換受信装置からの符号化デー
タを入力して復号化する、
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　ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送システム。
【請求項３０】
　請求項２８又は２９記載のオーディオデータの符号変換伝送システムにおいて、
　前記オーディオデータの符号変換伝送装置の前記第１乃至第Ｎの前記オーディオ符号変
換送信手段の出力が互いに時間的に離間した状態で伝送されるように、遅延を制御し、前
記各データを多重化して出力する手段を備え、多重化されたデータが伝送路に送信される
、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送システム。
【請求項３１】
　オーディオ符号変換伝送装置によるオーディオ符号化データの符号変換伝送方法におい
て、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化データを入
力し、前記入力されたオーディオ符号化データの全てのフレーム又は１部のフレームを出
力するステップと、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、入力されたオーディオ符号化データの全部又は一部を復号化し、復号化
して得られたデータを符号化し、得られた符号化データの全てのフレーム又は１部のフレ
ームを出力するステップと、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出するステップと、
　を含む、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項３２】
　オーディオ符号変換伝送装置によるオーディオ符号化データの符号変換伝送方法におい
て、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化パケットデ
ータを入力し、前記入力されたオーディオ符号化データの全てのパケット又は一部のパケ
ットを出力するステップと、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、前記入力されたオーディオ符号化パケットデータを復号化し、復号して
得られたデータを符号化し、得られた全てのパケットデータ又は１部のパケットデータを
出力するステップと、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出するステップと、
　を含む、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項３３】
　オーディオ符号変換伝送装置によるオーディオ符号化データの符号変換伝送方法におい
て、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化データを入
力し、全てのフレーム又は１部のフレームを復号して得られたデータを符号化し、得られ
た符号化データを出力するステップと、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、前記第１のオーディオ符号変換送信手段が符号化した全てのフレーム又
は１部のフレームを復号化して得られたデータを符号化し、得られた符号化データを出力
するステップと、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出するステップと、
　を含む、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項３４】
　オーディオ符号変換伝送装置によるオーディオ符号化データの符号変換伝送方法におい
て、
　（ａ）  第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化パケット
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データを入力し、前記入力されたオーディオ符号化パケットデータを復号化して得られた
データを符号化し、得られた符号化パケットデータを出力するステップと、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の正整数）のオーディオ符号変換送信
手段が、それぞれ、前記第１のオーディオ符号変換送信手段が符号化した全てのパケット
データ又は１部のパケットデータを復号化し、復号化して得られたパケットデータに符号
化し、得られた符号化パケットデータを出力するステップと、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出するステップと、
　を含む、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項３５】
　オーディオ符号変換伝送装置によるオーディオ符号化データの符号変換伝送方法におい
て、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化パケットデ
ータを入力し、前記入力されたオーディオ符号化パケットデータの全て又は１部を出力す
るステップと、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、前記第１のオーディオ符号化手段に入力されたオーディオ符号化パケッ
トデータの全てのパケットデータ又は１部のパケットデータに対してパケットを複製し、
複製して得られたパケットデータを出力するステップと、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出するステップと、
　を含む、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項３６】
　オーディオ符号変換伝送装置によるオーディオ符号化データの符号変換伝送方法におい
て、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化データを入
力し、前記入力されたオーディオ符号化データを復号化し、復号化して得られたデータを
符号化し、得られた全てのフレーム又は一部のフレームを出力するステップと、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、前記入力されたオーディオ符号化データを復号化し、復号化して得られ
たデータを符号化し、得られた符号化データの全てのフレーム又は１部のフレームを出力
するステップと、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出するステップと、
　を含む、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項３７】
　オーディオ符号変換伝送装置によるオーディオ符号化データの符号変換伝送方法におい
て、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化パケットデ
ータを入力し、入力された符号化パケットデータを復号化し、復号化して得られたパケッ
トデータを符号化し、符号化して得られた全てのパケット、又は一部のパケットを出力す
るステップと、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、入力された符号化パケットデータを復号化し、復号化して得られたパケ
ットデータを符号化し、符号化して得られた全てのパケットデータ、又は１部のパケット
データを出力するステップと、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出するステップと、
　を含む、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項３８】

10

20

30

40

50

(7) JP 4016709 B2 2007.12.5



　オーディオ符号変換伝送装置によるオーディオ符号化データの符号変換伝送方法におい
て、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化データを入
力し、全てのフレーム、又は、１部のフレームを出力するステップと、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、前記入力されたオーディオ符号化データを復号化し、復号化して得られたデータを
符号化し、符号化して得られた符号化データの全てのフレーム又は１部のフレームを出力
するステップと、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出するステップと、
　を含む、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項３９】
　前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の少なくとも１つが、１部のフレーム
を選択するにあたり、オーディオデータの性質又は予め定められた規則に従ってフレーム
を選択する、ことを特徴とする請求項３１、３３、３６、３８のいずれか一に記載のオー
ディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項４０】
　前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の少なくとも１つが、１部のパケット
を選択するにあたり、オーディオデータの性質又は予め定められた規則に従ってパケット
を選択する、ことを特徴とする請求項３２、３４、３５、３７のいずれか一に記載のオー
ディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項４１】
　前記ステップ（ａ）において、前記第１のオーディオ符号変換送信手段は、前記入力さ
れた符号化データを復号化し、前記復号化して得られたデータを符号化するにあたり、前
記入力された符号化データの圧縮率と同一又はより高い圧縮率で圧縮する、ことを特徴と
する請求項３３乃至３７のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項４２】
　前記ステップ（ｂ）において、前記第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段は、前
記入力された符号化データを復号化し、前記復号化して得られたデータを符号化するにあ
たり、前記入力された符号化データの圧縮率と同一又はより高い圧縮率で圧縮する、こと
を特徴とする請求項３１又は３２に記載のオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項４３】
　前記ステップ（ｂ）において、前記第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段は、前
記入力された符号化データを復号化し、前記復号化して得られたデータを符号化するにあ
たり、前記第１のオーディオ符号変換送信手段の圧縮率と同一又はより高い圧縮率で圧縮
する、ことを特徴とする請求項３３、３５、３６、３７、３８のいずれか一に記載のオー
ディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項４４】
　前記第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段のそれぞれの出力と、前記第１のオー
ディオ符号変換送信手段からの出力とが、互いに時間をあけて、出力される、ことを特徴
とする請求項３１乃至３８のいずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項４５】
　前記第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、前記第１乃至第Ｎの
オーディオ符号変換送信手段の少なくとも１つについて符号化の圧縮率を選択し、前記第
１乃至第Ｍの伝送路へ送出するように制御する、ことを特徴とする請求項３１乃至３８の
いずれか一に記載のオーディオデータの符号変換伝送方法。
【請求項４６】
　前記第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段が、前記第１のオーディオ符号変換送
信手段と同一又は異なる伝送手段を用いて、一定または適応的に変化する時間間隔をおい
て送信する、ことを特徴とする請求項３１乃至３８のいずれか一に記載のオーディオデー
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タの符号変換伝送方法。
【請求項４７】
　前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段のうち、前記入力されたオーディオ符
号化データを復号化して得られたデータを符号化する複数のオーディオ符号変換送信手段
に対して、共通のオーディオデータ復号化手段で復号化して得られたデータが供給される
、ことを特徴とする請求項３１乃至３３、３５乃至３８のいずれか一に記載のオーディオ
データの符号変換伝送方法。
【請求項４８】
　

第１乃至第Ｍ（ただし、Ｍは１以上の所定の整
数）の伝送路からオーディオ符号化データを受信する伝送路を選択するステップと、
　前記選択された伝送路から符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠落がなく受信さ
れたオーディオ符号化データを抽出し、抽出された符号化データに基づき、オーディオ符
号化データを再構成して出力するステップと、
　を含む、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換受信方法。
【請求項４９】
　

第１乃至第Ｍ（ただし、Ｍは１以上の所定の整
数）の伝送路からオーディオ符号化パケットデータを受信する伝送路を選択するステップ
と、
　前記選択された伝送路からオーディオ符号化パケットデータを受信し、伝送誤りがない
、又は欠落がなく受信された符号化したパケットデータを抽出し、抽出された符号化パケ
ットデータに基づき、オーディオ符号化パケットデータを再構成して出力するステップと
、
　を含む、ことを特徴とするオーディオデータの符号変換受信方法。
【請求項５０】
　前記選択された伝送路より受信した同一フレームの符号化データの中から、圧縮率に基
づき、１つを選択する、ことを特徴とする請求項４８に記載のオーディオデータの符号変
換受信方法。
【請求項５１】
　前記選択された伝送路より受信した同一のフレームのパケットデータの中から、圧縮率
に基づき１つを選択する、ことを特徴とする請求項４９に記載のオーディオデータの符号
変換受信方法。
【請求項５２】
　第１のオーディオ符号変換送信手段と、第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整
数）のオーディオ符号変換送信手段とを有し、オーディオデータの符号変換伝送装置を構
成するコンピュータに、オーディオ符号化データの符号変換送信処理を実行させるプログ
ラムであって、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化データを入
力し、前記入力されたオーディオ符号化データの全てのフレーム又は１部のフレームを出
力する処理と、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、入力されたオーディオ符号化データの全部又は一部を復号化し、復号化
して得られたデータを符号化し、得られた符号化データの全てのフレーム又は１部のフレ
ームを出力する処理と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する処理と、
　を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項５３】
　第１のオーディオ符号変換送信手段と、第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整
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数）のオーディオ符号変換送信手段とを有し、オーディオデータの符号変換伝送装置を構
成するコンピュータに、オーディオ符号化データの符号変換送信処理を実行させるプログ
ラムであって、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化パケットデ
ータを入力し、前記入力されたオーディオ符号化データの全てのパケット又は一部のパケ
ットを出力する処理と、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、前記入力されたオーディオ符号化パケットデータを復号化し、復号して
得られたデータを符号化し、得られた全てのパケットデータ又は１部のパケットデータを
出力する処理と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する処理と、
　を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項５４】
　第１のオーディオ符号変換送信手段と、第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整
数）のオーディオ符号変換送信手段とを有し、オーディオデータの符号変換伝送装置を構
成するコンピュータに、オーディオ符号化データの符号変換送信処理を実行させるプログ
ラムであって、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化データを入
力し、全てのフレーム又は１部のフレームを復号して得られたデータを符号化し、得られ
た符号化データを出力する処理と、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、前記第１のオーディオ符号変換送信手段が符号化した全てのフレーム又
は１部のフレームを復号化して得られたデータを符号化し、得られた符号化データを出力
する処理と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する処理と、
　を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項５５】
　第１のオーディオ符号変換送信手段と、第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整
数）のオーディオ符号変換送信手段とを有し、オーディオデータの符号変換伝送装置を構
成するコンピュータに、オーディオ符号化データの符号変換送信処理を実行させるプログ
ラムであって、
　（ａ）  第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化パケット
データを入力し、前記入力されたオーディオ符号化パケットデータを復号化して得られた
データを符号化し、得られた符号化パケットデータを出力する処理と、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の正整数）のオーディオ符号変換送信
手段が、それぞれ、前記第１のオーディオ符号変換送信手段が符号化した全てのパケット
データ又は１部のパケットデータを復号化し、復号化して得られたパケットデータに符号
化し、得られた符号化パケットデータを出力する処理と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する処理と、
　を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項５６】
　第１のオーディオ符号変換送信手段と、第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整
数）のオーディオ符号変換送信手段とを有し、オーディオデータの符号変換伝送装置を構
成するコンピュータに、オーディオ符号化データの符号変換送信処理を実行させるプログ
ラムであって、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化パケットデ
ータを入力し、前記入力されたオーディオ符号化パケットデータの全て又は１部を出力す
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る処理と、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、前記第１のオーディオ符号化手段に入力されたオーディオ符号化パケッ
トデータの全てのパケットデータ又は１部のパケットデータに対してパケットを複製し、
複製して得られたパケットデータを出力する処理と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する処理と、
　を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項５７】
　第１のオーディオ符号変換送信手段と、第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整
数）のオーディオ符号変換送信手段とを有し、オーディオデータの符号変換伝送装置を構
成するコンピュータに、オーディオ符号化データの符号変換送信処理を実行させるプログ
ラムであって、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化データを入
力し、前記入力されたオーディオ符号化データを復号化し、復号化して得られたデータを
符号化し、得られた全てのフレーム又は一部のフレームを出力する処理と、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、前記入力されたオーディオ符号化データを復号化し、復号化して得られ
たデータを符号化し、得られた符号化データの全てのフレーム又は１部のフレームを出力
する処理と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する処理と、
　を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項５８】
　第１のオーディオ符号変換送信手段と、第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整
数）のオーディオ符号変換送信手段とを有し、オーディオデータの符号変換伝送装置を構
成するコンピュータに、オーディオ符号化データの符号変換送信処理を実行させるプログ
ラムであって、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化パケットデ
ータを入力し、入力された符号化パケットデータを復号化し、復号化して得られたパケッ
トデータを符号化し、符号化して得られた全てのパケット、又は一部のパケットを出力す
る処理と、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、それぞれ、入力された符号化パケットデータを復号化し、復号化して得られたパケ
ットデータを符号化し、符号化して得られた全てのパケットデータ、又は１部のパケット
データを出力する処理と、
　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する処理と、
　を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項５９】
　第１のオーディオ符号変換送信手段と、第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整
数）のオーディオ符号変換送信手段とを有し、オーディオデータの符号変換伝送装置を構
成するコンピュータに、オーディオ符号化データの符号変換送信処理を実行させるプログ
ラムであって、
　（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化データを入
力し、全てのフレーム、又は、１部のフレームを出力する処理と、
　（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手
段が、前記入力されたオーディオ符号化データを復号化し、復号化して得られたデータを
符号化し、符号化して得られた符号化データの全てのフレーム又は１部のフレームを出力
する処理と、
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　（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし
、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する処理と、
　を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項６０】
　請求項５ 乃至５ 、５ 、 のいずれか一に記載されたプログラムにおいて、
　前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段のうち、オーディオ符号化データを復
号化して得られたデータを符号化する複数のオーディオ符号変換送信手段に対して共通に
設けられており、入力されたオーディオ符号化データを復号化し、得られた復号化データ
を、前記複数のオーディオ符号変換送信手段に供給するオーディオデータ復号化手段の処
理、
　を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項６１】
　オーディオデータの符号変換受信装置を構成するコンピュータにオーディオ符号化デー
タの符号変換処理を実行させるプログラムであって、
　（ｄ）

Ｍ（ただし、Ｍは１以上の所定の
整数）の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択する処理と、
　（ｅ）選択された伝送路からオーディオ符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠落
がなく受信された符号化データを抽出し、抽出された符号化データに基づき、オーディオ
符号化データを再構成して出力する処理と、
　を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項６２】
　オーディオデータの符号変換受信装置を構成するコンピュータにオーディオ符号化デー
タの符号変換処理を実行させるプログラムであって、
　（ｄ）

Ｍ（ただし、Ｍは１以上の所定の
整数）の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択する処理と、
　（ｅ）前記選択された伝送路からオーディオ符号化データを受信し、伝送誤りがなく、
欠落がなく受信されたパケットデータを抽出し、抽出されたパケットデータに基づき、オ
ーディオ符号化データを再構成して出力する処理と、
　を前記コンピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項６３】
　請求項６ 記載のプログラムにおいて、前記選択された伝送路から受信した同一フレー
ムのオーディオ符号化データが複数存在する場合、圧縮率に基づき、オーディオ符号化デ
ータを選択し、選択されたオーディオ符号化データを出力する処理を前記コンピュータに
実行させるためのプログラム。
【請求項６４】
　請求項６ 記載のプログラムにおいて、前記選択された伝送路から受信した同一フレー
ムを符号化したパケットデータが複数存在する場合、圧縮率に基づき、オーディオ符号化
パケットデータを選択し、オーディオ符号化データを再構成して出力する処理を前記コン
ピュータに実行させるためのプログラム。
【請求項６５】
　オーディオ符号化データを入力して符号化変換を施して出力するオーディオ符号変換伝
送装置が、
　前記入力されたオーディオ符号化データのストリームと前記入力されたオーディオ符号
化データを復号化し再符号化して得られたオーディオ符号化データよりなるストリームを
それぞれ出力するか、又は、前記入力されたオーディオ符号化データを復号化したデータ
をそれぞれ再符号化して得られたオーディオ符号化データよりなる複数のストリームをそ
れぞれ出力する、複数のオーディオ符号変換送信手段を備え、
　前記複数のオーディオ符号変換送信手段は、前記入力されたオーディオ符号化データ及
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請求項５２、５４、５７、５９のいずれか一記載のオーディオデータの符号変換
伝送装置より符号化データが送出された前記第１乃至第

請求項５３、５５、５６、５８のいずれか一記載のオーディオデータの符号変換
伝送装置より符号化データが送出された前記第１乃至第
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び／又は前記再符号化したオーディオ符号化データの全て又は選択された１部を出力し、
　前記複数のオーディオ符号変換送信手段から出力される複数のオーディオ符号化データ
は、１つの伝送路又は複数の伝送路上に送出される、ことを特徴とするオーディオ符号変
換伝送装置。
【請求項６６】
　前記複数のオーディオ符号変換送信手段の１つは、前記他のオーディオ符号変換送信手
段の圧縮符号化と同等もしくはそれより高い圧縮率で符号化する、ことを特徴とする請求
項６ 記載のオーディオ符号変換伝送装置。
【請求項６７】
　請求項６ 記載のオーディオ符号変換伝送装置から伝送路に送信されたオーディオ符号
化データを受信するオーディオ符号変換受信装置が、前記１又は複数の伝送路のうち、受
信する伝送路を選択する手段と、
　前記選択された伝送路からオーディオ符号化データを受信し、正常に受信された符号化
データに基づき、オーディオ符号化データを再構成する手段を備えている、
　ことを特徴とする符号変換受信装置。
【請求項６８】
　請求項６ 記載のオーディオ符号変換伝送装置に対して、請求項６９記載のオーディオ
符号変換受信装置を１つ又は複数備え、
　前記オーディオ符号変換伝送装置は、オーディオ符号化データを配信する装置から送信
された符号化データを受け取り符号変換した符号化データを出力し、
　前記オーディオ符号変換受信装置が、前記オーディオ符号変換伝送装置から出力された
符号化データを受信する、ことを特徴とするオーディオ符号伝送システム。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、オーディオ符号化データ伝送技術に関し、特に、符号化されたオーディオデー
タを伝送する符号変換伝送方法と、符号変換されたオーディオデータを受信する符号変換
受信方法と、システム、及びオーディオ符号変換伝送装置と符号変換受信装置ならびに、
オーディオ符号変換伝送／オーディオ符号変換受信処理を、コンピュータで実行するプロ
グラムに関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、オーディオデータを効率良く伝送する方法として、ＭＤＣＴ（ Modified　 Discrete
　 Cosine　 Transform）に基づいた高能率圧縮による符号化データを伝送する方法が多く
用いられている。これらの方式では、オーディオ信号をフレームに分割し、ＭＤＣＴ変換
し、心理聴覚モデルに基づきＭＤＣＴ係数に対し量子化ビット数を割り当て、ＭＤＣＴ係
数を量子化して伝送する。高能率に圧縮符号化することで、少ない伝送帯域でのオーディ
オデータ伝送を可能としている。
【０００３】
その代表例としては、ＭＰＥＧ（ Moving Picture Expert Group）－ 4　ＡＡＣ  (Advanced
 Audio Coding)などがある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来のオーディオ伝送方法においては、誤り訂正符号を用いても復元不可
能な長いバースト性をもった伝送データの誤りや伝送パケットの欠落が発生すると、受信
側ではエラーが発生したフレームのオーディオデータを正しく復号化できない。受信側で
の対策として、正しくデコードできた時間的に前のフレームのオーディオ信号で置換する
エラーコンシールメント手法があるが、音質の劣化をなくすことは不可能である。さらに
、ＭＤＣＴ係数のフレーム間予測を併用し符号化効率を高めている場合は、一度発生した
劣化が後続フレームにも伝搬してしまう、という問題がある。
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【０００５】
そして、マルチキャスト／ブロードキャストによる情報配信では、受信側から送信データ
の誤りや伝送パケットの欠落情報を送信側へ伝送する方法を用いることはできない。また
、受信側からエラー情報を折り返し、送信側へ伝送する場合、このフィードバック情報に
より、帯域が占有されることにもなる。
【０００６】
本発明は上記の事情を考慮してなされたものであり、本発明の第１の目的は、オーディオ
符号化データの伝送エラーにより生じる受信側復号オーディオ信号の著しい劣化を聴覚的
に目立たない程度まで抑えることを可能としたオーディオデータの符号変換伝送方法と受
信方法及び装置とシステム、並びにプログラムを提供することにある。
【０００７】
また、本発明の第２の目的は、オーディオデータ伝送に使用することのできる伝送帯域と
音質のトレードオフを使用者が設定可能としたオーディオデータの符号変換伝送方法と受
信方法及び装置とシステム、並びにプログラムを提供することにある。
【０００８】
本発明の第３の目的は、オーディオ圧縮符号化データの復号化に要する演算量の増大を防
ぐオーディオデータの符号変換伝送方法と受信方法及び装置とシステム、並びにプログラ
ムを提供することにある。
【０００９】
本発明の第４の目的は、受信側からのフィードバック情報を送信側に送ることなく、上記
第１の目的を達成する方法、装置、システム、プログラムを提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】
上記課題の少なくとも１つを解決する本発明に係る装置は、オーディオ符号化データを入
力して変換し伝送路に出力するオーディオ符号変換伝送装置であって、前記入力されたオ
ーディオ符号化データのストリームと前記入力されたオーディオ符号化データを復号し再
符号化して得られたオーディオ符号化データのストリームをそれぞれ出力するか、又は、
前記入力されたオーディオ符号化データを復号化したデータをそれぞれ再符号化して得ら
れた複数のオーディオ符号化データをそれぞれ出力する複数のオーディオ符号変換送信手
段を備え、前記複数のオーディオ符号変換送信手段は、前記オーディオ符号化データ及び
／又は前記再符号化したオーディオ符号化データの全て又は選択された１部を出力し、前
記複数のオーディオ符号変換送信手段からの前記複数のオーディオ符号化データは、１つ
の伝送路又は複数の伝送路上に送出される構成とされている。また、本発明において、こ
のオーディオ符号変換伝送装置から伝送路に送信されたオーディオ符号化データを受信す
るオーディオ符号変換受信装置は、前記１又は複数の伝送路のうち、受信する伝送路を選
択する手段と、前記選択された伝送路からオーディオ符号化データを受信し、正常に受信
された符号化データに基づき、オーディオ符号化データを再構成する手段を備えている。
【００１１】
本発明の１つのアスペクトに係る符号変換伝送装置は、
（ａ）圧縮されたオーディオ符号化データを入力し、前記入力されたオーディオ符号化デ
ータの全てのフレーム又は１部のフレームを出力する第１のオーディオ符号変換送信手段
と、
（ｂ）入力されたオーディオ符号化データの全部又は一部を復号化し、復号化して得られ
たデータを符号化し、得られた符号化データの全てのフレーム又は１部のフレームを出力
する第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手段と
、
（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし、
Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する手段と、を備える。
【００１２】
本発明の他のアスペクトに係る符号変換伝送装置は、
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（ａ）圧縮されたオーディオ符号化パケットデータを入力し、前記入力されたオーディオ
符号化データの全てのパケット又は一部のパケットを出力する第１のオーディオ符号変換
送信手段と、
（ｂ）前記入力されたオーディオ符号化パケットデータを復号化し、復号して得られたデ
ータを符号化し、得られた全てのパケットデータ又は１部のパケットデータを出力する第
２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手段と、
（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし、
Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する手段と、を備える。
【００１３】
本発明の他のアスペクトに係る符号変換受信装置は、
（ｅ）第１乃至第Ｍ（ただし、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路から符号化データを受
信する伝送路を選択する選択手段と、
（ｆ）前記選択手段で選択された伝送路から符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠
落がなく受信された符号化データを抽出し、抽出された符号化データに基づき、符号化デ
ータを再構成して出力する手段と、を備える。
【００１４】
本発明の他のアスペクトに係る符号変換受信装置は、
（ｅ）第１乃至第Ｍ（ただし、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路から符号化データを受
信する伝送路を選択する選択手段と、
（ｆ）前記選択手段で選択された伝送路から符号化データを受信し、伝送誤りがない、又
は欠落がなく受信された符号化したパケットデータを抽出し、抽出された符号化パケット
データに基づき、符号化パケットデータを再構成して出力する手段と、を備える。
【００１５】
本発明の他のアスペクトに係る符号変換伝送方法は、
（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化データを入力
し、前記入力されたオーディオ符号化データの全てのフレーム（あるいはパケット）又は
１部のフレーム（あるいはパケット）を出力するステップと、
（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手段
が、それぞれ、入力されたオーディオ符号化データの全部又は一部を復号化し、復号化し
て得られたデータを符号化し、得られた符号化データの全てのフレーム（あるいはパケッ
ト）又は１部のフレーム（あるいはパケット）を出力するステップと、
（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし、
Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出するステップと、
を含む。
【００１６】
本発明の他のアスペクトに係る符号変換受信方法は、
（ｄ）第１乃至第Ｍ（ただし、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路からオーディオ符号化
データを受信する伝送路を選択するステップと、
（ｅ）前記選択された伝送路から符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠落がなく受
信されたオーディオ符号化データ（パケット）を抽出し、抽出された符号化データ（パケ
ットデータ）に基づき、オーディオ符号化データを再構成して出力するステップと、
を含む。
【００１７】
本発明の他のアスペクトに係るコンピュータ・プログラムは、第１のオーディオ符号変換
送信手段と、第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送
信手段とを有し、オーディオデータの符号変換伝送装置を構成するコンピュータに、オー
ディオ符号化データの符号変換送信処理を実行させるプログラムにおいて、
（ａ）第１のオーディオ符号変換送信手段が、圧縮されたオーディオ符号化データを入力
し、前記入力されたオーディオ符号化データの全てのフレーム又は１部のフレームを出力
する処理と、
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（ｂ）第２乃至第Ｎ（ただし、Ｎは２以上の所定の整数）のオーディオ符号変換送信手段
が、それぞれ、入力されたオーディオ符号化データの全部又は一部を復号化し、復号化し
て得られたデータを符号化し、得られた符号化データの全てのフレーム又は１部のフレー
ムを出力する処理と、
（ｃ）前記第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を第１乃至第Ｍ（ただし、
Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路へ送出する処理と、
を前記コンピュータに実行させるためのプログラムよりなる。
【００１８】
本発明の他のアスペクトに係るコンピュータ・プログラムは、オーディオデータの符号変
換受信装置を構成するコンピュータにオーディオ符号化データの符号変換処理を実行させ
るプログラムであって、
（ｄ）Ｍ個（ただし、Ｍは１以上の所定の整数）の伝送路から少なくとも１個の伝送路を
選択する処理と、
（ｅ）選択された伝送路からオーディオ符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠落が
なく受信された符号化データ（パケットデータ）を抽出し、抽出された符号化データ（パ
ケットデータ）に基づき、オーディオ符号化データを再構成して出力する処理と、
を前記コンピュータに実行させるためのプログラムよりなる。
【００１９】
［発明の概要］
本発明において、オーディオ圧縮符号化データの伝送エラーによる著しい復号化音質の劣
化を防ぐため、符号変換伝送装置でオーディオ符号化装置からの符号化データを受信し、
伝送路でのデータ損失、データ誤りに耐性を有する方式へと変換し、符号変換受信装置側
へ送信する。
【００２０】
本発明において、符号変換伝送装置は、第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段と、
それらの第１乃至第Ｍの伝送路への送信手段を備え、オーディオデータをＮ個の符号化デ
ータに圧縮符号化して送信して、符号変換受信装置側はＭ個の伝送路から正常に受信でき
た符号化データの中で最も圧縮率が低く音質の良い符号化データを選択して復号化する。
【００２１】
本発明において、第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段で得られたＮ個の符号化デ
ータは、それぞれ一定または適応的に変化する時間間隔を空けながら送信される。
【００２２】
本発明において、符号変換受信装置側はＭ個の伝送路の少なくとも１個の伝送路からの、
正常に受信できた符号化データの中から最も圧縮率が低く音質の良い符号化データをフレ
ームまたはパケット単位で選択して復号化する。
【００２３】
また、本発明において、第１乃至第Ｍの伝送路において使用することのできる伝送帯域に
あわせて、第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の圧縮率を選択することができる
。また、第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段は第１のオーディオ符号変換送信手
段と同等、ないしはそれよりも高い圧縮率で符号化するか、任意に設定することができる
。
【００２４】
本発明において、複数の符号化データ送信に伴う受信側での演算量増大を防ぐため、符号
変換伝送装置側は同一のフレームの符号化データを生成し、受信側は、受信した複数の符
号化データの中から少なくとも１個のフレームまたはパケット単位で選択して復号化する
。
【００２５】
より具体的には、本発明の第１のアスペクトに係るオーディオデータ変換伝送システムに
おいて、任意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して、符号変換伝送装置側は
、

10

20

30

40

50

(16) JP 4016709 B2 2007.12.5



a) 圧縮された符号化データを入力し、全てのフレーム、又は入力オーディオの性質また
はあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一部のフレームを、所定の伝送手
段を用いて送信する制御を行う第１のオーディオ符号変換送信手段と、
b) 入力された符号化データを復号化し、前記第１のオーディオ符号変換送信手段と同等
又はそれより高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、得られた符号化データの全てのフレー
ム、又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択され
た一部のフレームを、第１のオーディオ符号変換送信手段と同一または異なる伝送手段を
用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて送信する制御を行う第２乃至第Ｎ
の（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段と、
c) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信手段の少なくとも１つの符号化の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送
路へ送出する手段と、を備えている。
符号変換受信装置側は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択さ
れた伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがない、または欠落がなく受信さ
れた符号化データを抽出し、同一フレームの符号化データの中から、圧縮率に基づき、オ
ーディオ符号化データを選択して出力する選択手段、を備えている。
【００２６】
また、本発明の第２のアスペクトに係るオーディオデータ変換伝送システムにおいて、任
意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して、符号変換伝送装置側は、
a) 圧縮された符号化パケットデータを入力し、全てのパケット、又は入力オーディオの
性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一部のパケットを、所定
の伝送手段を用いて送信する制御を行う第１のオーディオ符号変換送信手段と、
b) 入力された符号化パケットデータを復号化し、前記第１のオーディオ符号変換送信手
段と同等又はそれより高い圧縮率となるよう、パケットデータに圧縮符号化し、得られた
全てのパケットデータ、又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従
い適応的に選択されたパケットデータを第１のオーディオ符号変換送信手段と同一または
異なる伝送手段を用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて送信する制御を
行う第２乃至第Ｎの（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段と、
c) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信手段の少なくとも１つの符号化の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送
路へ送出する手段と、を備えている。
符号変換受信装置側は、Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択された
伝送路から最大Ｎ個の符号化データを受信し、伝送誤りがない、または欠落がなく受信さ
れた、同一フレームのパケットデータの中から、圧縮率に基づき、符号化パケットデータ
を選択して出力する選択手段、を備えている。
【００２７】
また、本発明の第３のアスペクトに係るオーディオデータ変換伝送システムにおいて、任
意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して、符号変換伝送装置側は、
d) 圧縮された符号化データを入力し、復号化したオーディオデータの全てのフレーム、
又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一
部のフレームを、入力したオーディオデータと同等またはそれよりも高い圧縮率となるよ
う圧縮符号化し、得られた符号化データを所定の伝送手段を用いて送信する制御を行う第
１のオーディオ符号変換送信手段と、
e) 前記第１のオーディオ符号変換送信手段が符号化した全てのフレーム、又は入力オー
ディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一部のフレーム
を、第１のオーディオ符号変換送信手段と同等又はそれよりも高い圧縮率となるように符
号化し、得られた符号化データを第１のオーディオ符号変換送信手段と同一または異なる
伝送手段を用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて送信する制御を行う第
２乃至第Ｎの（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段と、
f) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
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ィオ符号変換送信手段の少なくとも１つの符号化の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送
路へ送出する手段と、
を備えている。
符号変換受信装置側は、 g) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択さ
れた伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがない、または欠落がなく受信さ
れた符号化データを抽出し、同一フレームの符号化データの中から、圧縮率に基づき、オ
ーディオ符号化データを選択して出力する選択手段を備えている。
【００２８】
また、本発明の第４のアスペクトに係るオーディオデータ変換伝送システムにおいて、任
意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して、符号変換伝送装置側は、
a) 入力された符号化パケットデータを復号化し、入力されたオーディオデータと同等ま
たはそれよりも高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、得られた一個または複数個の符号化
パケットデータを、所定の伝送手段を用いて送信する制御を行う第１のオーディオ符号変
換送信手段と、
b) 前記第１のオーディオ符号変換送信手段が符号化した全てのパケットデータ、又は入
力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択されたパケット
データに対し、第１のオーディオ符号変換送信手段と同等又はそれよりも高い圧縮率とな
るようにパケットデータに符号化し、得られた符号化パケットデータを第１のオーディオ
符号変換送信手段と同一または異なる伝送手段を用いて、一定または適応的に変化する時
間間隔を置いて送信する制御を行う第２乃至第Ｎの（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送
信手段と、
c) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信手段の少なくとも１つの符号化の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送
路へ送出する手段と、を備えている。
符号変換受信装置側は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択さ
れた伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがない、または欠落がなく受信さ
れた、同一フレームのパケットデータの中から、圧縮率が最も低い符号化パケットデータ
を選択して出力する選択手段、を備えている。
【００２９】
また、本発明の第５のアスペクトに係るオーディオデータ変換伝送システムにおいて、任
意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して、符号変換伝送装置は、
a) 符号化パケットデータを入力し、該フレーム／パケットの全て又は１部所定の伝送手
段を用いて送信する制御を行う第１のオーディオ符号変換送信手段と、
b) 前記第１のオーディオ符号化手段が符号化した全てのパケットデータ、又は入力オー
ディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択されたパケットデータ
に対し、パケットを複製し、得られたパケットデータを第１のオーディオ符号変換送信手
段と同一または異なる伝送手段を用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて
送信する制御を行う第２乃至第Ｎの（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段と、
c) 第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を、第１乃至第Ｍの伝送路へ送出
する手段と、
を備えている。
符号変換受信装置側は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択さ
れた伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがない、または欠落がなく受信さ
れた、同一フレームのパケットデータの中から、符号化パケットデータを選択して出力す
る選択手段、を備えている。
【００３０】
また、本発明の第６のアスペクトに係るオーディオデータ変換伝送システムにおいて、任
意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して、符号変換伝送装置は、
a) 圧縮された符号化データを入力し、入力された符号化データを復号化し、入力された
符号化データと同等又はそれより高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、全てのフレーム、
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又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択されたフ
レームを、所定の伝送手段を用いて送信する制御を行う第１のオーディオ符号変換送信手
段と、
b) 入力された符号化データを復号化し、前記第１のオーディオ符号変換送信手段と同等
又はそれより高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、得られた符号化データの全てのフレー
ム、又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択され
たフレームを、第１のオーディオ符号変換送信手段と同一または異なる伝送手段を用いて
、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて送信する制御を行う第２乃至第Ｎの（Ｎ
－１）個のオーディオ符号変換送信手段と、
c) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信手段の少なくとも１つの符号化の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送
路へ送出する手段と、を備えている。
符号変換受信装置側は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択さ
れた伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがない、または欠落がなく受信さ
れた符号化データを抽出し、同一フレームの符号化データの中から、圧縮率が最も低いオ
ーディオ符号化データを選択して出力する選択手段、を備えている。
【００３１】
また、本発明の第７のアスペクトに係るオーディオデータ変換伝送システムにおいて、任
意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して、符号変換伝送装置は、
a) 圧縮された符号化パケットデータを入力し、入力された符号化パケットデータを復号
化し、入力された符号化データと同等又はそれより高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、
全てのパケット、又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応
的に選択されたパケットを、所定の伝送手段を用いて送信する制御を行う第１のオーディ
オ符号変換送信手段と、
b) 入力された符号化パケットデータを復号化し、前記第１のオーディオ符号変換送信手
段と同等又はそれより高い圧縮率となるよう、パケットデータに圧縮符号化し、得られた
全てのパケットデータ、又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従
い適応的に選択された一部のパケットデータを第１のオーディオ符号変換送信手段と同一
または異なる伝送手段を用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて送信する
制御を行う第２乃至第Ｎの（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段と、
c) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信手段の少なくとも１つの符号化の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送
路へ送出する手段と、を備えている。
符号変換受信装置側は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択さ
れた伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがない、または欠落がなく受信さ
れた、同一フレームのパケットデータの中から、圧縮率が最も低い符号化パケットデータ
を選択して出力する選択手段、を備えている。
【００３２】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態について説明する。本発明の第１の実施の形態では、任意の２以上の
整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して、符号変換伝送装置側は、
a) 圧縮された符号化データを入力し、全てのフレーム、又は入力オーディオの性質また
はあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一部のフレームを、所定の伝送手
段を用いて送信する制御を行う第１のオーディオ符号変換送信手段（図１の１０２）と、
b) 入力された符号化データを復号化し、前記第１のオーディオ符号変換送信手段と同等
又はそれより高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、得られた符号化データの全てのフレー
ム、又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択され
た一部のフレームを、第１のオーディオ符号変換送信手段と同一または異なる伝送手段を
用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて送信する制御を行う第２乃至第Ｎ
の（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段（図１の１０４、１０５、１０６）と、
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c) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信手段の少なくとも１つの符号化の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送
路へ送出する手段と、を備えている。
【００３３】
符号変換受信装置側は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択する手段（
図１の１０７）、選択された伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがなく、
欠落がなく受信された符号化データを抽出し、同一フレームの符号化データの中から、圧
縮率が最も低いオーディオ符号化データを選択して出力する手段（図１の１１２）を備え
ている。上記符号変換伝送装置、符号変換受信装置の各手段は、上記符号変換伝送装置、
符号変換受信装置を構成するコンピュータで実行されるプログラムによりその処理・機能
を実現してもよい。
【００３４】
【実施例】
次に本実施の形態についてさらに詳細に説明すべく、本発明の第１の実施例について図面
を参照して説明する。
【００３５】
（１．Ａ）概要：
図１は、本発明の第１の実施例の構成を示す図である。図１に示すように、オーディオデ
ータの符号変換伝送装置１００と、オーディオデータの符号変換受信装置１２０および符
号化データを伝送するための伝送路１３０から構成される。整数Ｎは、符号変換伝送装置
が送出する符号化データの個数を表し、２以上とする。整数Ｍは、Ｎ個の符号化データが
伝送される伝送路１３０の個数を表し、１以上とする。
【００３６】
符号変換伝送装置１００は、オーディオ符号化装置（図示されない）で符号化されたオー
ディオデータを入力し、入力されたオーディオデータをＮ個の符号化データに符号化し、
第１乃至第Ｎのオーディオ符号化データとして第１乃至第Ｍの伝送路へ送出する。図１に
示すように、この装置１１０は、第１乃至第ＭのＭ個の伝送路へ送出する第１乃至第Ｎの
Ｎ個のオーディオ符号変換送信部１０２～１０６を備える。
【００３７】
図１に示すように、この符号変換伝送部装置１００は、第１乃至第Ｍの伝送路１３０に対
応して、Ｍ個の符号変換送信処理部１～Ｍを備えている。符号変換送信処理部１～Ｍは、
それぞれに対応する第１乃至第ＭのＭ個の伝送路１３０へ符号化データを送出する。
【００３８】
符号変換送信処理部１～Ｍは、第１乃至第ＮのＮ個のオーディオ符号変換送信部１０２、
１０４～１０６を備えており、第１乃至第Ｎのオーディオストリームを出力する。符号変
換送信処理部２～Ｍは、符号変換送信処理部１で一旦受信されたオーディオ符号化データ
を共通に入力しているほかは、符号変換送信処理部１と同一の構成とされている。図１に
は、簡単のため、符号変換送信処理部１の構成のみが示されている。以下では、符号変換
送信処理部１について説明し、符号変換送信処理部２～Ｍの説明は省略する。
【００３９】
符号変換送信処理部１のオーディオデータ受信部１０１は、オーディオ符号化データを受
信する。符号変換送信処理部１のオーディオデータ受信部１０１で受信されたオーディオ
符号化データは、符号変換送信処理部２～Ｍにも供給される。
【００４０】
第１のオーディオ符号変換送信部１０２は、入力されたオーディオデータのフレームの全
てまたは一部を、符号変換受信装置１２０に送出する。
【００４１】
入力されたオーディオデータは、オーディオデータ復号化部１０３で復号化され、第２の
オーディオ符号変換送信部１０４は、得られたオーディを第１のオーディオストリームと
同等又はそれより高い圧縮率で所定の圧縮符号化を行い、符号化データを符号変換受信装
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置１２０へ送出する。
【００４２】
Ｎが３以上の場合、第３乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部１０５乃至１０６は、第１
のオーディオ符号変換送信部１０２で符号化されたフレームの全てまたは一部のフレーム
を、第２のオーディオ符号変換送信部１０４と同等又はそれよりも高い圧縮率で符号化し
、得られた符号化データを符号変換受信装置１２０へ送信する。第１乃至第Ｎのオーディ
オストリームは、第１乃至第Ｍの伝送路１３０上へ送出される。
【００４３】
符号変換送信処理部１～Ｍの第１乃至第Ｎのオーディオデータストリームは、第１乃至第
Ｍの伝送路１３０上へ送信される。それぞれの伝送路１３０でオーディオデータの伝送に
使用できる帯域にあわせて、第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部１０４～１０６の
圧縮率が選択されるように制御する構成としてもよい。このように、第１のオーディオ符
号変換送信部１０２の出力と圧縮率が制御された第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信
部１０４～１０６の出力が、第１乃至第Ｍの伝送路１３０へ出力する。かかる本実施例に
よれば、伝送路の状態又はオーディオデータ送信者の意図に沿った送信を行うことができ
る。
【００４４】
符号変換送信処理部１～Ｍの複数並設する代わりに、１つの符号変換送信処理部１の第１
乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部の出力を、第１乃至第Ｍの伝送路１３０へ分配する
ようにしてよい。さらに、符号変換送信処理部１～Ｍの出力方路を切替え、第１乃至第Ｍ
の伝送路１３０の接続の切替えを行ってもよい。
【００４５】
符号変換受信装置１２０は、受信伝送路選択部１０７で、符号変換伝送装置１００が送信
したＭ個の伝送路１３０から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択された伝送路からの
Ｎ個の符号化データを受信し、復号変換を行う。
【００４６】
符号変換受信装置１２０は、図１に示すように、符号変換伝送装置１００の備える第１乃
至第Ｎのオーディオ符号変換送信部１０２～１０６により送信された符号化データを受信
する第１乃至第Ｎの符号化データ受信部１０８～１１１と、符号化データ再構成部１１２
を備える。
【００４７】
符号化データ再構成部１１２は、符号化データ受信部１０８～１１１で伝送誤りも欠落も
なく受信された最大Ｎ個の符号化データの中から、例えば圧縮率が最も低いデータを選択
して出力する。
【００４８】
このように、本実施例においては、図示されないオーディオ符号化装置で符号化されたオ
ーディオデータを送出する符号変換伝送装置は、オーディオ符号化装置からのデータ受信
手段１０１を備え、オーディオデータをＮ個の符号化データに変換して、それぞれをＭ個
の伝送路上に、互いに一定または適応的に変化する時間間隔を空けながら送出する。第２
乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段（第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部）１
０４～１０６は、第１の変換送信手段１０２で符号化されたフレームを、第１の圧縮符号
化と同等又はそれより高い圧縮率で符号化する。受信側は、伝送路を選択部１０７で選択
し、符号データ再構成部１１２で、正常に受信できた符号化データの中から最も圧縮率が
低く音質の良い符号化データをフレームまたはパケット単位で選択して復号化する。以下
詳細に説明する。
【００４９】
（１．Ｂ）符号変換伝送装置：
図２は、本発明の第１の実施例におけるオーディオ符号変換伝送装置の詳細な構成を示し
ている。簡単のため、この装置が出力する符号化データの個数Ｎを３、符号化データを送
出する伝送路の個数Ｍを２としている。図２において、第１のオーディオ符号変換送信部
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２００は、図１の第１のオーディオ符号変換送信部１０２に対応しており、第２のオーデ
ィオ符号変換送信部２２０は、図１の第２のオーディオ符号変換送信部１０４に対応し、
復号化部２０３は、図１のオーディオデータ復号化部１０３に対応し、第３のオーディオ
符号変換送信部２３０は、図１の第３のオーディオ符号変換送信部１０５に対応している
。
【００５０】
第１のオーディオ符号変換送信部２００において、第１の送信フレーム／パケット選択部
２０１は、入力されたオーディオフレームを、入力オーディオのうちのオーディオデータ
の性質や伝送路の状況に従って、適応的に送出するフレームを選択する選択部である。フ
レームを適応的に選択するにあたり、オーディオデータの性質（例えば、音質に影響を与
える音声信号のパラメータや有音／無音の別等）や伝送路の状況（例えば伝送エラー発生
状況等）に基づきフレームを選別するか否かを決定するための規則を予め記憶手段に記憶
しておき、第１の送信フレーム／パケット選択部２０１は、この規則を参照し、オーディ
オデータの解析結果（あるいは伝送状況）との比較結果に基づき、随時、動的にフレーム
を選別するようにしてもよい。以下に説明される他の実施例における送信フレーム／パケ
ット選択部において、フレーム／パケットを規則に基づいて適応的（動的）に選択する場
合にも、このような規則を参照してフレーム／パケットの選択を行うことができる。なお
フレーム／パケットの選択の基準となり規則は動的に可変される構成としてもよいことは
勿論である。
【００５１】
第１の誤り検出符号・フレーム／パケット識別番号付加部２０２は、出力した符号化パケ
ットデータの伝送誤りとパケットロスを受信装置で検出するための、誤り検出符号とフレ
ーム／パケット識別番号を付加し、第１のオーディオ符号化データが出力される。
【００５２】
図２において、第２のオーディオ符号変換送信部２２０において、復号化部２０３は、入
力されたオーディオ符号化データを復号化する。
【００５３】
第２の圧縮符号化部２０６は、復号化部２０３で得られた復号データを所定の方法で圧縮
符号化する。
【００５４】
第２の符号化パケット生成部２０７は、第２の圧縮符号化部２０６で得られた圧縮データ
をビット列に可変長符号化し、所定のパケット単位で出力する。
【００５５】
第２の誤り検出符号・フレーム／パケット識別番号付加部２０８は、第２の符号化パケッ
ト生成部２０７が出力した符号化パケットデータの伝送誤りとパケットロスを受信装置で
検出するための、誤り検出符号とフレーム／パケット識別番号を付加し、第２のオーディ
オ符号化データを出力する。
【００５６】
第３のオーディオ符号変換送信部２３０において、第３の圧縮符号化部２１２は、復号化
部２０３で得られたオーディオデータを、第２の圧縮符号化部２０６と同等又はそれより
も高い圧縮率で符号化する。
【００５７】
第３の符号化パケット生成部２１３は、第３の圧縮符号化部２１２で得られた圧縮データ
をビット列に可変長符号化し、所定のパケット単位で出力する。
【００５８】
第３の誤り検出符号付加・フレーム／パケット識別番号付加部２１４は、第３の符号化パ
ケット生成部２１３が出力した圧縮パケットデータの伝送誤りとパケットロスを受信装置
で検出するための、誤り検出符号とフレーム／パケット識別番号を付加し、第３のオーデ
ィオ符号化データを出力し、所定の送信手段によってパケット単位で送信される。
【００５９】
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本実施例では、Ｍを２、Ｎを３としているため、２個の伝送路それぞれに、以上の第１乃
至第３のオーディオ符号変換送信データが送信される。
【００６０】
本実施例において、第２～第Ｎの符号化データ出力は、第１の符号化データ出力と、時間
間隔をあけながら、別々に送信してもよいし、あるいは、第２～第Ｎの符号化データを、
第１の符号化データと多重化して送信してもよい。
【００６１】
第１の誤り検出符号付加・フレーム／パケット識別番号付加部２０２を設け、第１の送信
フレーム／パケット選択部２０１から出力された第１の符号化データに誤り検出符号とフ
レーム／パケット識別番号を付加しているが、入力されたオーディオパケットデータに、
既にこのような情報が付加されていれば、なくても構わない。また、送信された符号化パ
ケットデータの伝送誤りとパケットロスを、符号変換受信装置で検出することを可能にす
る方法であれば、他のいかなる実現方法であっても構わない。例えば、第１の符号化パケ
ットの伝送路において伝送誤り検出を行う機構が備わっている場合は、第１の誤り検出符
号付加・フレーム／パケット識別番号付加部２０２で誤り検出符号化を付加する必要は無
い。別の例として、第１の送信フレーム／パケット選択部２０１から出力された符号化デ
ータにフレームやパケットを識別できる情報が含まれているならば、第１の誤り検出符号
付加・フレーム／パケット識別番号付加部２０２でフレーム／パケット識別番号を付加す
る必要は無い。
【００６２】
同様に、第２の誤り検出符号付加・フレーム／パケット識別番号付加部２０８を設け、第
２の符号化データに誤り検出符号とフレーム／パケット識別番号を付加しているが、送信
された符号化データの伝送誤りとパケットロスを符号変換受信装置で検出することを可能
にする方法であれば、他のいかなる実現方法であっても構わない。
【００６３】
同様に、第３の誤り検出符号付加・フレーム／パケット識別番号付加部２１４を設け、第
３の符号化データに誤り検出符号とフレーム／パケット識別番号を付加しているが、送信
された符号化データの伝送誤りとパケットロスを符号変換受信装置で検出することを可能
にする方法であれば、他のいかなる実現方法であっても構わない。
【００６４】
以上で説明した本実施例を更に好ましく具体化した例では、オーディオ符号変換伝送装置
はインターネット通信網に接続され、マイクなどで入力されたオーディオ信号を、例えば
ＭＰＥＧ－４　ＡＡＣ（ Advanced Audio Coding）方式に従った符号化データに圧縮し、
ＲＴＰ (Real time Transport Protocol)／ＵＤＰ (User Datagram Protocol) ／ＩＰ (Inte
rnet Protocol)プロトコルを用いて伝送されるデータを入力する。
【００６５】
図２において、第２の圧縮符号化部２０６と第３の圧縮符号化部２１２は、ＭＤＣＴ（ Mo
dified　 Discrete　 Cosine　 Transform）と量子化による圧縮処理を行う。第３の圧縮符
号化部２１２は、第２の圧縮符号化部２０６よりも大きい量子化パラメータを用いてＭＤ
ＣＴ係数を量子化する方法や、高次のＭＤＣＴを適応的にカットするなどの方法で、第３
の符号化データの圧縮率が第１の符号化データの圧縮率と同等又はそれよりも高くなるよ
うに圧縮する。
【００６６】
復号化部２０３は、逆量子化と逆ＭＤＣＴ変換を行う。
【００６７】
第２の符号化パケット生成部２０７は第２の圧縮符号化部２０６から出力される量子化Ｍ
ＤＣＴ係数などを、ＭＰＥＧ－４ＡＡＣで規定されたシンタックスに従って符号化する。
【００６８】
同様に、第３の符号化パケット生成部２１３は、第３の圧縮符号化部２１２から出力され
る量子化ＭＤＣＴ係数などを、ＭＰＥＧ－４  ＡＡＣで規定されたシンタックスに従って
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符号化する。
【００６９】
第１の誤り検出符号付加・フレーム／パケット識別番号付加部２０２と、第２の誤り検出
符号付加・フレーム／パケット識別番号付加部２０８と、第３の誤り検出符号付加・フレ
ーム／パケット識別番号付加部２１４は、誤り検出のためのチェックサムを含んだＵＤＰ
データグラムを作成し、インターネットに接続された符号変換受信装置に送出する。
【００７０】
（１．Ｃ）符号変換受信装置：
図３は、図１に示した本発明の第１の実施例におけるオーディオ符号変換受信装置１２０
の詳細な構成を示している。図３を参照すると、オーディオ符号変換受信装置は、伝送路
選択部３００と、第１乃至第３の符号化データ受信部３２０～３４０と、符号化データ再
構成部３１０と、を備えている。
【００７１】
伝送路選択部３００は、符号化変換受信装置がオーディオデータを受信する伝送路を選択
する。
【００７２】
第１の符号化データ受信部３２０において、第１のパケット受信バッファ３０１は、符号
変換伝送装置から送信された第１の符号化パケットデータを受信する。第１の符号化デー
タ抽出部３０２は、第１のパケット受信バッファ３０１で受信されたパケットデータから
オーディオ符号化データを抽出する。第１のエラー／パケットロス検出部３０３は第１の
符号化パケットデータの伝送時に発生したビットエラー及び／又はパケットロスを検出す
る。
【００７３】
第２の符号化データ受信部３３０において、第２のパケット受信バッファ３０４は符号変
換伝送装置から送信された第２の符号化パケットデータを受信する。第２の符号化データ
抽出部３０５は、第２のパケット受信バッファ３０４で受信されたパケットデータからオ
ーディオ符号化データを抽出する。第２のエラー／パケットロス検出部３０６は、第２の
符号化パケットデータの伝送時に発生したビットエラー及び／又はパケットロスを検出す
る。
【００７４】
第３の符号化データ受信部３４０において、第３のパケット受信バッファ３０７は、符号
変換伝送装置から送信された第３の符号化パケットデータを受信する。第３の符号化デー
タ抽出部３０８は第３のパケット受信バッファ３０７で受信されたパケットデータからオ
ーディオ符号化データを抽出する。第３のエラー／パケットロス検出部３０９は、第３の
符号化パケットデータの伝送時に発生したビットエラー及び／又はパケットロスを検出す
る。
【００７５】
符号化データ再構成部３１０は、第１のエラー／パケットロス検出部３０３と、第２のエ
ラー／パケットロス検出部３０６と、第３のエラー／パケットロス検出部３０９とでエラ
ー及び／又はパケットロスを検出した結果に従って、符号変換伝送装置より送信された２
つの符号化データを１つの符号化データに再構成する。
【００７６】
本実施例における、符号化データ再構成部３１０における符号化データ再構成手順を、図
４のフローチャートをもとに説明する。図４の一連の手順は、ある整数ｎに対し第ｎフレ
ームの符号化データ再構成処理を示している。
【００７７】
ステップＳ４０１では、第ｎフレームの全ての符号化データが第１の受信パケットバッフ
ァ３０１と第２の受信パケットバッファ３０４に到着すべき時刻に、所定の許容される最
大遅延時間を加えた時刻まで待機した後、ステップＳ４０２に進む。
【００７８】
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ステップＳ４０２では、第１の誤り検出・パケットロス検出部３０３における誤りとパケ
ットロスの検出結果に従い、第１の受信パケットバッファ３０１中に第ｎフレームデータ
にパケットロスもビット誤りもないかを判定する。第１の受信パケットバッファ３０１に
第ｎフレームの全ての符号化データが受信され、かつ、データに誤りが検出されない場合
は、ステップＳ４０３に進み、それ以外の場合は、ステップＳ４０４に進む。
【００７９】
ステップＳ４０３に進んだ場合は、第１の符号化データ抽出部３０２が出力する第ｎフレ
ームの符号化データを出力し、符号化データ再構成処理を終了する。
【００８０】
ステップＳ４０４に進んだ場合は、第２の誤り検出・パケットロス検出部３０６における
誤りとパケットロスの検出結果に従い、第２の受信パケットバッファ３０４中に第ｎフレ
ームデータにパケットロスもビット誤りもないか判定する。第２の受信パケットバッファ
３０４に第ｎフレームの全ての符号化データが受信され、かつ、データに誤りが検出され
ない場合は、ステップＳ４０５に進む。それ以外の場合は、ステップＳ４０６に進む。
【００８１】
ステップＳ４０６に進んだ場合には、第３の誤り検出・パケットロス検出部３０９におけ
る誤り及び／又はパケットロスの検出結果に従い、第２の受信パケットバッファ３０４中
に第ｎフレームデータにパケットロスもビット誤りもないか判定する。第３の受信パケッ
トバッファ３０７に第ｎフレームの全ての符号化データが受信され、かつ、データに誤り
が検出されない場合は、ステップＳ４０７に進む。それ以外の場合は、ステップＳ４０３
に進む。
【００８２】
ステップＳ４０７では、第３の符号化データ抽出部３０８が出力する第ｎフレームの符号
化データを、復号化する符号化データとして出力し、符号化データ再構成処理を終了する
。
【００８３】
以上が、符号化データ再構成部３１０での符号化データ再構成手順である。
【００８４】
本実施例において、第１のエラー検出／パケットロス検出部３０３で第１の符号化データ
の伝送誤り及び／又は誤りパケットロスを検出する方法は、いかなる方法であっても構わ
ない。例えば、本実施例の符号変換伝送装置で付加された誤り検出符号とフレーム／パケ
ット番号より検出を行っても良い。あるいは、符号化データの伝送路に誤り検出機能が備
わっている場合は、その検出結果を利用してもよい。符号化されたフレームを特定する情
報が符号化データに含まれている場合は、符号化データに含まれる情報を利用しても良い
。
【００８５】
同様に、第２のエラー検出／パケットロス検出部３０６で第２の符号化データの伝送誤り
及び／又は誤りパケットロスを検出する方法はいかなる方法でも構わない。
【００８６】
同様に、第３のエラー検出／パケットロス検出部３０９で第３の符号化データの伝送誤り
及び／又は誤りパケットロスを検出する方法はいかなる方法でも構わない。
【００８７】
符号化データ再構成部３１０での符号化データ再構成手順において、ステップＳ４０１で
第ｎフレーム符号化データ受信を待機する方法は、パケット伝送遅延を所定の範囲内に抑
えながらパケットロスを検出できる方法であれば、他のいかなる方法でも構わない。
【００８８】
符号化データ再構成部３１０での符号化データ再構成手順において、ステップＳ４０６で
、第３の受信パケットバッファで受信した符号化データに伝送エラーかパケットロスが検
出された場合、すなわち第１乃至第３の符号化データ全てに伝送エラーかパケットロスが
発生した場合に関しては、符号化データ再構成部３１０は、他のいかなる対応を行っても
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構わない。
【００８９】
本実施例では、ステップＳ４０３に進み、第１の符号化データを復号化する符号化データ
として出力しているが、例えば第ｎフレームの出力を取り止め、一つ前に出力された第（
ｎ－１）フレームのオーディオデータを第ｎフレームの出力とするなど、他の方法で対応
しても構わない。
【００９０】
本発明を実施した好ましい一具体例では、符号変換受信装置はインターネット通信網に接
続され、別地点でインターネット通信網に接続された符号変換伝送装置からＲＴＰ／ＵＤ
Ｐ／ＩＰプロトコルを用いて送信されるパケットデータを受信し、受信したＵＤＰデータ
グラムに含まれるオーディオ符号化データを変換して復号化器に出力する。オーディオ符
号化データはＭＰＥＧ－４　ＡＡＣ方式に従っている。第１のエラー検出／パケットロス
検出部３０３と、第２のエラー検出／パケットロス検出部３０６と、第３のエラー検出／
パケットロス検出部３０９とは、ＵＤＰデータグラムに含まれるチェックサムを計算する
ことで、伝送誤りを検出する。
【００９１】
また、符号変換受信装置では、受信した３個の符号化データの中から少なくとも１個のデ
ータを復号化すれば良いので、通常のオーディオ復号化装置と比べて必要な演算量が大き
く増大することはない。
【００９２】
（１．Ｄ）符号化パケットデータの伝送形態：
本発明では、第１ないし第２の符号化パケットデータを符号変換伝送装置から符号変換受
信装置へいかなる方法で伝送しても構わないが、本発明の効果を高めるには、第１の符号
化パケットデータに発生するビット誤りやパケットロスと、同一フレームを符号化した第
２の符号化パケットデータに発生するビット誤りやパケットロスとの相関が小さくなる方
法が望ましい。図５は、このような好ましい符号化パケットデータ伝送の一形態を示して
いる。
【００９３】
図５において、５０１は、図１、図２を参照して説明した符号変換伝送装置、５０２と５
０３は、符号変換伝送装置５０１から出力される第２、第３の符号化パケットデータに、
一定または適応的に変化する遅延時間を加えて送出する遅延付加部、５０４は、符号変換
伝送装置５０１から出力される第１の符号化データと、遅延付加部５０２から出力される
第２の符号化データと遅延付加部５０３から出力される第３の符号化データとを多重化し
て伝送路の送信する多重化部である。５０５は、遅延付加部５０３で多重化されたデータ
を送信装置から受信装置へ伝送する伝送路である。同様に、５０８と５０９は、第２の伝
送路へ同様のデータを送信する処理を行う多重化部及び伝送路である。
【００９４】
ここで、遅延付加部５０２乃至５０３で、第２乃至第３の符号化データに加えられる遅延
時間は、伝送路５０５で発生するビット誤りやパケットロスの最大バースト時間により決
定される。また遅延量は、ビットレート、バッファサイズ等も考慮して決定される。これ
により、伝送路５０５でバーストエラーが発生しても、同一フレームを符号化した第１乃
至第３の符号化データのいずれもがエラーの影響を受ける確率が小さくなるため、フレー
ム符号化データの損失による著しい音質の劣化の発生を少なくすることが可能である。パ
ケットロスの最大バースト時間は、実測等により決定され、遅延付加部で設定される遅延
は、受信装置のバッファサイズや、伝送路の転送レート（ビットレート）に基づき設定さ
れる。
【００９５】
同様に、遅延付加部５０６と５０７で第２乃至第３の符号化データに加えられる遅延時間
は、伝送路５０９で発生するビット誤りやパケットロスの最大バースト時間により決定さ
れる。これにより、伝送路５０９でバーストエラーが発生しても、同一フレームを符号化
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した第１乃至第３の符号化データのいずれもがエラーの影響を受ける確率が小さくなるた
め、フレーム符号化データの損失による著しい音質の劣化の発生を少なくすることが可能
である。遅延付加部、あるいは遅延付加部と多重化部とを、符号変換伝送装置５０１内に
設ける構成としてもよい。
【００９６】
（１．Ｅ）作用効果：
第１の実施例によれば、オーディオ符号変換伝送装置は同一のオーディオデータをＮ個（
ここではＮ＝３）の符号化データに変換して、一定または適応的に変化する時間間隔を空
けながら送信する。第１のオーディオ符号変換送信部は、入力されたオーディオデータの
フレームをオーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択して出
力する。第２のオーディオ符号変換送信部は、入力されたオーディオデータを復号化し、
入力データと同等又はそれより高い圧縮率で符号化して出力する。第３のオーディオ符号
変換送信部は、第２のオーディオ符号変換送信部で符号化されたフレームを符号化する。
【００９７】
符号変換受信装置側は、Ｍ個の伝送路のうち少なくとも１個の伝送路からのデータを受信
し、正常に受信できた符号化データの中から圧縮率が低く音質の良い符号化データをフレ
ーム単位で選択し、出力する。
【００９８】
その結果、バースト性の高い伝送エラーやパケットロスが頻発する信頼性の低い伝送路を
用いる場合でも、Ｎ個の符号化データのいずれもが誤って伝送される確率が小さくなり、
伝送後の復号音質に著しい劣化が生じるのを防ぐことが可能である。
【００９９】
さらに、第２乃至第３の符号化データの圧縮率を高くすることで、これらの符号化データ
送信に伴う伝送帯域の増大を小さく抑えることができる。
【０１００】
加えて、使用できる帯域にあわせて、帯域の異なった複数の伝送路へ第１乃至第３の符号
化データを送信することができ、さらに伝送路での誤りの影響を低減できる。
【０１０１】
本実施例では、符号変換伝送装置および符号変換受信装置を組み合わせて使用しているが
、それぞれ独立して使用してもよい。また、また、第１乃至第Ｎの符号変換データは、イ
ンタリーブ法等により、パケット順序をシャフルして多重化してもよい。
【０１０２】
［第２の実施の形態］
本発明の第２の実施の形態では、任意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して
、符号変換伝送装置側は、
a) 圧縮された符号化パケットデータを入力し、全てのパケット、又は入力オーディオの
性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一部のパケットを、所定
の伝送手段を用いて送信する制御を行う第１のオーディオ符号変換送信手段と、
b) 入力された符号化パケットデータを復号化し、前記第１のオーディオ符号変換送信手
段と同等又はそれより高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、得られた全てのパケットデー
タ、又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択され
た一部のパケットデータを第１のオーディオ符号変換送信手段と同一または異なる伝送手
段を用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて送信する制御を行う第２乃至
第Ｎの（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段と、
c) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信手段の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送路へ送出する手段と、
を備えている。
【０１０３】
符号変換受信装置側は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択さ
れた伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠落がなく受信されたパ
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ケットデータの中から、圧縮率が最も低い符号化パケットデータを選択して出力する選択
手段を備えている。上記符号変換伝送装置、符号変換受信装置の各手段は、上記符号変換
伝送装置、符号変換受信装置を構成するコンピュータで実行されるプログラムによりその
処理・機能を実現してもよい。
【０１０４】
［第２の実施例］
次に本発明の第２の実施の形態について更に詳細に説明すべく、本発明の第２の実施例に
ついて説明する。
【０１０５】
（２．Ａ）概要：
本実施例の構成および動作は第１の実施例とほぼ同じであり、図１に示されるように、符
号変換伝送装置１００と符号変換受信装置１２０および符号化データを伝送するための伝
送路１３０から構成される。整数Ｎは、符号変換伝送装置が送信する符号化データの個数
を表し、２以上とする。整数Ｍは、Ｎ個の符号化データが送出される伝送路の個数を表し
、１以上とする。
【０１０６】
符号変換伝送装置１００の構成は、前記第１の実施例とほぼ同じであるが、この装置を構
成する各部の動作が若干異なる。以下、相違点について説明する。
【０１０７】
第１のオーディオ符号変換送信部（第１のオーディオ符号化フレーム１送信部）１０２で
符号化される入力フレームのオーディオの符号化データは、一個または複数個のパケット
データから構成されており、各パケットデータには圧縮データが符号化されている。第１
のオーディオストリームは、入力されたオーディオデータのパケットの全てまたは一部を
、符号変換受信装置１２０に送信する。
【０１０８】
第２のオーディオ符号変換送信部（第２のオーディオ符号化フレーム１送信部）１０４は
、入力されたオーディオデータを復号化し、得られたオーディオデータを第１のオーディ
オストリームと同等又はそれより高い圧縮率で所定の圧縮符号化を行い、符号化データを
符号変換受信装置１２０へ送信する。
【０１０９】
また、第３乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部１０５、１０６は、第２のオーディオ符
号変換化送信部で符号化されたパケットの全てまたは一部のパケットを、第２のオーディ
オ符号変換送信部と同等又はそれよりも高い圧縮率で符号化し、得られた符号化パケット
データを符号変換受信装置１２０へ送信する。上記以外の動作に関しては、基本的に、前
記第１の実施例と同じである。この第２の実施例においても、それぞれの伝送路１３０で
オーディオデータの伝送に使用できる帯域にあわせて、第２乃至第Ｎのオーディオ符号変
換送信部１０４～１０６の圧縮率を選択される構成としてもよい。第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信部１０２、１０４～１０６の出力が、第１乃至第Ｍの伝送路１３０へ出
力する。かかる本実施例によれば、伝送路の状態又はオーディオデータ送信者の意図に沿
った送信を行うことができる。
【０１１０】
符号変換受信装置１２０の構成も、前記第１の実施例とほぼ同じであるが、この装置を構
成する各部の動作が若干異なる。以下相違点について説明する。
【０１１１】
符号化データ再構成部１１２は、第１の実施例と同様に、第１乃至第Ｎの符号化データ受
信部で伝送誤りまたは欠落がなく受信され、同一フレームの同一領域の圧縮データを含む
、最大Ｎ個の符号化パケットデータの中から、圧縮率が最も低いパケットを復号化される
符号化データとして選択し、この選択を、符号変換伝送装置が送信するパケットデータ単
位で行う。上記以外の動作に関しては、基本的に第１の実施例と同じである。
【０１１２】
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（２．Ｂ）符号変換伝送装置：
本実施例における符号変換伝送装置の構成および動作は、図２に示した第１の実施例にお
ける符号変換伝送装置とほぼ同じであり、図２における第１の符号化パケット選択部２０
１と、第２の符号化パケット生成部２０７と、第３の符号化パケット生成部２１３と、第
１の誤り検出符号付加・フレーム／パケット番号付加部２０２と、第２の誤り検出符号付
加・フレーム／パケット番号付加部２０８と、第３の誤り検出符号付加・フレーム／パケ
ット番号付加部２１４との動作のみが相違する。以下相違点について説明する。
【０１１３】
第１の誤り検出符号付加・フレーム／パケット番号付加部２０２と、第２の誤り検出符号
付加・フレーム／パケット番号付加部２０８と、第３の誤り検出符号付加・フレーム／パ
ケット番号付加部２１４は、同一フレームの符号化パケットデータに、同一のパケット識
別番号が付加されるように動作する。上記以外の処理部の動作は、第１の実施例と同様で
ある。
（２．Ｃ）符号変換受信装置：
本実施例におけるオーディオ符号変換受信装置の構成および動作は、図３に示した第１の
実施例におけるオーディオ符号変換受信装置とほぼ同じであり、図３における符号化デー
タ再構成部３１０の動作のみが相違する。以下相違点について説明する。
【０１１４】
本実施例における、符号化データ再構成部３１０での符号化データ再構成の手順を、図６
のフローチャートをもとに説明する。図６の一連の手順は、ある整数ｎに対し第ｎフレー
ムの符号化データ再構成処理を示している。
【０１１５】
ステップＳ６０１では、第ｎフレームの全ての符号化データが第１の受信パケットバッフ
ァ３０１と、第２の受信パケットバッファ３０４と、第３の受信パケットバッファ３０７
に到着すべき時刻に、所定の許容される最大遅延時間を加えた時刻まで待機した後、ステ
ップＳ６０２に進む。
【０１１６】
ステップＳ６０２では、パケット番号を記憶する変数ａに第ｎフレームのパケット番号の
最小値を格納し、変数ｂに第ｎフレームのパケット番号の最大値を格納する。
【０１１７】
ステップＳ６０３では、パケット番号を記憶する変数ｉに変数ａの値を代入し、ステップ
Ｓ６０４からの繰り返し処理を開始する。
【０１１８】
ステップＳ６０４では、第１の誤り検出・パケットロス検出部３０３における誤りとパケ
ットロスの検出結果に従い、第１の受信パケットバッファ３０１中に第ｉパケットが存在
し、ビット誤りがないか否か判定する。第１の受信パケットバッファ３０１に第ｎフレー
ムの第ｉパケットが受信され、かつ、データに誤りが検出されない場合は、ステップＳ６
０５に進む。それ以外の場合は、ステップＳ６０６に進む。
【０１１９】
ステップＳ６０５に進んだ場合には、第１の符号化データ抽出部３０２が出力する第ｎフ
レームの符号化データを、復号化する符号化データとして出力し、ステップＳ６１０に進
む。
【０１２０】
ステップＳ６０６に進んだ場合は、第２の誤り検出・パケットロス検出部３０６における
誤りとパケットロスの検出結果に従い、第２の受信パケットバッファ３０４中に第ｉパケ
ットが存在し、ビット誤りがないか否か判定する。第２の受信パケットバッファ３０４に
第ｎフレームの第ｉパケットが受信され、かつデータに誤りが検出されない場合は、ステ
ップＳ６０７に進む。それ以外の場合は、ステップＳ６０８に進む。
【０１２１】
ステップＳ６０７では、第２の符号化データ抽出部３０５が出力する第ｎフレームの符号
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化データを、復号化する符号化データとして出力し、ステップＳ６１０に進む。
【０１２２】
ステップＳ６０８に進んだ場合は、第３の誤り検出・パケットロス検出部３０９における
誤りとパケットロスの検出結果に従い、第３の受信パケットバッファ３０７中に第ｉパケ
ットが存在し、ビット誤りがないか否か判定する。第３の受信パケットバッファ３０７に
第ｎフレームの第ｉパケットが受信され、かつデータに誤りが検出されない場合は、ステ
ップＳ６０９に進む。それ以外の場合は、ステップＳ６１０に進む。
【０１２３】
ステップＳ６１０では、変数ｉを１増加させる。続くステップＳ６１１では、変数ｉが変
数ｂの値を超えているか否か判定し、超えていない場合には、ステップＳ６０４からの処
理を繰り返す。
【０１２４】
ステップＳ６１０で、変数ｉが変数ｂの値を超えている場合には、一連の繰り返し処理を
終え、第ｎフレーム符号化データの再構成処理を終了する。
【０１２５】
以上が、本実施例における符号化データ再構成部３１０の動作である。なお、本実施例の
符号化データ再構成部３１０での符号化データ再構成手順における、ステップＳ６０１で
第ｎフレーム符号化データの受信を待機する方法は、パケット伝送遅延を所定の範囲内に
抑えながらパケットロスを検出できる方法であれば他のいかなる方法でも構わない。
【０１２６】
（２．Ｄ）作用効果：
第２の実施例によれば、オーディオ符号変換伝送装置は同一のオーディオデータをＮ個（
ここではＮ＝３）の符号化データに符号化して、一定または適応的に変化する時間間隔を
空けながら送信する。
【０１２７】
第２乃至第３のオーディオ符号変換送信手段は、第１のオーディオ符号変換送信手段で変
換されたパケットを含む領域を符号化する。
【０１２８】
符号変換受信装置側は、正常に受信できた符号化データの中から圧縮率が低く音質の良い
符号化データをパケット単位で選択して復号化する。
【０１２９】
その結果、バースト性の高い伝送エラーやパケットロスが頻発する信頼性の低い伝送路を
用いる場合でも、３個の符号化データのいずれもが誤って伝送される確率が小さくなり、
伝送後の復号化音質に著しい劣化が生じるのを防ぐことが可能である。
【０１３０】
さらに、第２乃至第３の符号化データの圧縮率を高くすることで、これらの符号化データ
送信に伴う伝送帯域の増大を小さく抑えることができる。
【０１３１】
使用できる帯域にあわせて、帯域の異なった複数の伝送路へ第１乃至第３の符号化データ
を送信することができ、さらに伝送路での誤りの影響を低減できる。また、符号変換受信
装置では、受信した３個の符号化データの中から１個だけを復号化すれば良いので、通常
のオーディオ復号化装置と比べて必要な演算量が大きく増大することはない。
【０１３２】
本実施例では、符号変換伝送装置および符号変換受信装置を組み合わせて使用しているが
、それぞれ独立して使用しても問題ない。
【０１３３】
［第３の実施の形態］
本発明の第３の実施の形態では、任意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して
、符号変換伝送装置側は、
a) 圧縮された符号化データを入力し、全てのフレーム、又は入力オーディオの性質また
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はあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一部のフレームを、入力したオー
ディオデータと同等またはそれよりも高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、得られた符号
化データを所定の伝送手段を用いて送信する制御を行う第１のオーディオ符号変換送信手
段と、
b) 前記第１のオーディオ符号変換送信手段が符号化した全てのフレーム、又は入力オー
ディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一部のフレーム
を、第１のオーディオ符号変換送信手段と同等又はそれよりも高い圧縮率となるように符
号化し、得られた符号化データを第１のオーディオ符号変換送信手段と同一または異なる
伝送手段を用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて送信する制御を行う第
２乃至第Ｎの（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段と、
c) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信手段の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送路へ送出する手段と、を備
えている。
【０１３４】
符号変換受信装置側は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択さ
れた伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠落がなく受信された符
号化データを抽出し、同一フレームの符号化データの中から、圧縮率が最も低いオーディ
オ符号化データを選択して出力する手段を備えている。上記符号変換伝送装置、符号変換
受信装置の各手段は、上記符号変換伝送装置、符号変換受信装置を構成するコンピュータ
で実行されるプログラムによりその処理・機能を実現してもよい。
【０１３５】
［第３の実施例］
次に本実施の形態についてさらに詳細に説明すべく、本発明の第３の実施例に即して図面
を参照しながら説明する。
【０１３６】
（３．Ａ）概要：
図７は、本発明の第３の実施例の構成を示す図である。図７に示すように、オーディオデ
ータの符号変換伝送装置（「オーディオ符号変換伝送装置」ともいう）７００と符号変換
受信装置（「オーディオ符号変換受信装置」ともいう）７２０および符号化データを伝送
するための伝送路７３０から構成される。整数Ｎは、符号変換伝送装置７００が送信する
符号化データの個数を表す。Ｎは２以上とする。整数Ｍは、Ｎ個の符号化データが送出さ
れる伝送路の個数を表し、１以上とする。
【０１３７】
オーディオ符号変換伝送装置７００は、入力された符号化されたオーディオデータを復号
化し、得られたオーディオデータを入力データと同等又はそれより高い圧縮率で所定の圧
縮符号化を行い、符号変換データをオーディオ符号変換受信装置７２０へ送信する。入力
されたオーディオデータをＮ個の符号化データに符号化し、第１乃至第Ｎのオーディオ符
号化データとして第１乃至第Ｍの伝送路に送信する。図７に示すように、この装置は、符
号変換処理部１～符号変換処理部Ｎを有し、各符号変換処理部は、第１乃至第ＮのＮ個の
オーディオ符号変換送信部（第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部）７０３、７０４
、７０５を備える。
【０１３８】
オーディオデータ受信部７０１は、オーディオデータを受信する。
【０１３９】
オーディオデータ復号化部７０２は、入力されたオーディオ符号化データを復号化する。
【０１４０】
第１のオーディオ符号変換送信部７０３は、符号変換伝送装置に入力されたフレームに対
し所定の圧縮符号化を行い、得られた符号化データをオーディオ符号変換受信装置７２０
へ送信する。
【０１４１】
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第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部７０４乃至７０５は、第１のオーディオ符号変
換送信部７０３で符号化されたフレームの全てまたは一部のフレームを、第１のオーディ
オ符号変換送信部７０３と同等又はそれよりも高い圧縮率で符号化し、得られた符号化デ
ータをオーディオ符号変換受信装置７２０へ送信する。第１乃至第Ｎのオーディオストリ
ームは、第１乃至第Ｍの伝送路７３０上へ送信される。それぞれの伝送路７３０でオーデ
ィオデータの伝送に使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信
部７０３～７０５の符号化の圧縮率が選択されるように制御する構成としてもよい。符号
化の圧縮率が制御された第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部７０３～７０５の出力
が、第１乃至第Ｍの伝送路７３０へ出力される構成とされており、伝送路の状態又はオー
ディオデータ送信者の意図に沿った送信を行うことができる。
【０１４２】
オーディオ符号変換受信装置７２０は、受信伝送路選択部７０６で、オーディオ符号変換
伝送装置が送信したＭ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択された伝送
路からのＮ個の符号化データを受信し、復号変換を行う。
【０１４３】
図７に示すように、オーディオ符号変換受信装置７２０は、符号変換伝送装置７００の備
える第１乃至第Ｎのオーディオ符号化フレーム１送信部７０３～７０５により送信された
符号化データを受信する第１乃至第Ｎの符号化データ受信部７０７乃至７０９と、符号化
データ再構成部７１０と、を備える。
【０１４４】
符号化データ再構成部７１０は、符号化データ受信部７０７乃至７０９で伝送誤りも欠落
もなく受信された最大Ｎ個の符号化データの中から、圧縮率が最も低いデータを選択して
出力する。
【０１４５】
（３．Ｂ）符号変換伝送装置：
図８は、本発明の第３の実施例におけるオーディオ符号変換伝送装置の詳細な構成を示し
ている。簡単のため、この装置が出力する符号化データの個数Ｎを２、符号化データを送
信する伝送路の個数Ｍを２としている。図７の第１のオーディオ符号変換送信部７０３、
第２のオーディオ符号変換送信部７０４からなる構成に対応している。
【０１４６】
図８において、第１のオーディオ符号化変換送信部８００は、入力されたオーディオデー
タを復号化する復号化部８０１と、圧縮符号化する第１の圧縮符号化部８０４と、第１の
圧縮符号化部８０４で得られた圧縮データをビット列に可変長符号化し、所定のパケット
単位で出力する第１の符号化パケット生成部８０５と、第１の符号化パケット生成部８０
５が出力した符号化パケットデータの伝送誤りとパケットロスを受信装置で検出するため
の、誤り検出符号とフレーム／パケット識別番号を付加する第１の誤り検出符号・フレー
ム／パケット識別番号付加部８０６を備え、第１のオーディオ符号化データパケットが、
所定の送信手段によってパケット単位で送信される。
【０１４７】
図８において、第２のオーディオ符号化変換送信部８２０（第２のオーディオ符号変換送
信部７０４に対応する）は、第１の圧縮符号化部８０４と同等又はそれよりも高い圧縮率
で符号化する第２の圧縮符号化部８１０と、第２の圧縮符号化部８１０で得られた圧縮デ
ータをビット列に可変長符号化し、所定のパケット単位で出力する第２の符号化パケット
生成部８１１と、第２の符号化パケット生成部８１１が出力した圧縮パケットデータの伝
送誤りとパケットロスを受信装置で検出するための、誤り検出符号とフレーム／パケット
識別番号を付加する第２の誤り検出符号付加・フレーム／パケット識別番号付加部８１２
と、を備え、第２のオーディオ符号化データパケットが、所定の送信手段によってパケッ
ト単位で送信される。
【０１４８】
本実施例では、Ｍを２、Ｎを２としているため、２個の伝送路それぞれに、以上の第１乃
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至第２のオーディオ符号変換送信データパケットが送信される。
【０１４９】
本実施例において、第１の誤り検出符号付加・フレーム／パケット識別番号付加部８０６
を設け、第１の符号化パケット生成部８０５から出力された第１の符号化パケットデータ
に誤り検出符号とフレーム／パケット識別番号を付加しているが、送信された符号化パケ
ットデータの伝送誤りとパケットロスを符号変換受信装置で検出することを可能にする方
法であれば、他のいかなる実現方法であっても構わない。例えば、第１の符号化パケット
の伝送路において伝送誤り検出を行う機構が備わっている場合は、第１の誤り検出符号・
フレーム／パケット識別番号付加部８０６で誤り検出符号化を付加する必要は無い。別の
例として、第１の符号化パケット生成部８０５から出力された符号化データにフレームや
パケットを識別できる情報が含まれているならば、第１の誤り検出符号・フレーム／パケ
ット識別番号付加部８０６でフレーム／パケット識別番号を付加する必要は無い。
【０１５０】
同様に、第２の誤り検出符号付加・フレーム／パケット識別番号付加部８１２を設け、第
２の符号化パケットデータに誤り検出符号とフレーム／パケット識別番号を付加している
が、送信された符号化パケットデータの伝送誤りとパケットロスを符号変換受信装置で検
出することを可能にする方法であれば、他のいかなる実現方法であっても構わない。
【０１５１】
以上で説明した本実施例を更に好ましく具体化した例は、発明の第１の実施例と同様であ
る。
【０１５２】
（３．Ｃ）符号変換受信装置：
本発明の第３の実施例におけるオーディオ符号変換受信装置（図７の７２０）は、図３に
示す構成と同様である。ただし、図３では、伝送路の個数Ｍを３としているが、本実施例
ではＭ＝２であるため、符号変換受信装置の第３の符号化データ受信部３４０（図３参照
）は、本実施例では存在しない。また、符号化データ再構成部３１０の動作は、Ｍが２で
あるため、その手順が、図３に示したものと相違している。
【０１５３】
本実施例における、符号化データ再構成部３１０での動作手順を、図９のフローチャート
をもとに説明する。図９の一連の手順は、ある整数ｎに対し第ｎフレームの符号化データ
再構成処理を示している。
【０１５４】
ステップＳ９０１では、第ｎフレームの全ての符号化データが第１の受信パケットバッフ
ァ３０１と第２の受信パケットバッファ３０４（図３参照）に到着すべき時刻に、所定の
許容される最大遅延時間を加えた時刻まで待機した後、ステップＳ９０２に進む。
【０１５５】
ステップＳ９０２では、第１の誤り検出・パケットロス検出部３０３における誤りとパケ
ットロスの検出結果に従い、第１の受信パケットバッファ３０１中の第ｎフレームデータ
にパケットロスも、ビット誤りもないか判定する。第１の受信パケットバッファ３０１に
第ｎフレームの全ての符号化データが受信され、かつデータに誤りが検出されない場合に
は、ステップＳ９０３に進む。それ以外の場合は、ステップＳ９０４に進む。
【０１５６】
ステップＳ９０３に進んだ場合には、第１の符号化データ抽出部３０２が出力する第ｎフ
レームの符号化データを、復号化する符号化データとして可変長復号化部（図３では図示
されない；例えば図１５の復号化装置に対応する）に受け渡し、符号化データ再構成処理
を終了する。
【０１５７】
ステップＳ９０４に進んだ場合には、第２の誤り検出・パケットロス検出部３０６におけ
る誤りとパケットロスの検出結果に従い、第２の受信パケットバッファ３０４中の第ｎフ
レームデータにパケットロスも、ビット誤りもないか判定する。第２の受信パケットバッ
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ファ３０４に第ｎフレームの全ての符号化データが受信され、かつデータに誤りが検出さ
れない場合は、ステップＳ９０５に進む。それ以外の場合は、ステップＳ９０３に進む。
【０１５８】
ステップＳ９０５では、第２の符号化データ抽出部３０５が出力する第ｎフレームの符号
化データを、復号化する符号化データとして可変長復号化部（図３では図示されない；例
えば図１５の復号化装置に対応する）に受け渡し、符号化データ再構成処理を終了する。
【０１５９】
本実施例におけるこれ以外の各部の動作、好ましい具体例は、第１の実施例と同様である
。
【０１６０】
（３．Ｄ）作用効果：
以上で説明した第３の実施例によれば、オーディオ符号変換伝送装置は入力されたオーデ
ィオデータを復号化し、これを同一のオーディオデータを２個の符号化データに符号化し
て、一定または適応的に変化する時間間隔を空けながら送信する。
【０１６１】
第２のオーディオ符号化送信手段は、第１のオーディオ符号化送信手段で符号化されたフ
レームを符号化する。
【０１６２】
符号変換受信装置側は正常に受信できた符号化データの中から圧縮率が低く音質の良い符
号化データをフレーム単位で選択し、出力する。その結果、バースト性の高い伝送エラー
やパケットロスが頻発する信頼性の低い伝送路を用いる場合でも、２個の符号化データの
両方が誤って伝送される確率が小さくなり、伝送後の復号化音質に著しい劣化が生じるの
を防ぐことが可能である。
【０１６３】
さらに、第２の符号化データの圧縮率を高くすることで、第２の符号化データ送信に伴う
伝送帯域の増大を小さく抑えることができる。加えて、伝送路の状況、オーディオ送信者
またはオーディオ受信者の意図により、帯域の異なった複数の伝送路へ第１乃至第２の符
号化データを送信することができ、さらに伝送路での誤りの影響を低減できる。
【０１６４】
また、符号変換受信装置では、受信した２個の符号化データの中から少なくとも１個のデ
ータを復号化すれば良いので、通常のオーディオ復号化装置と比べて必要な演算量が大き
く増大することはない。
【０１６５】
本実施例では、符号変換伝送装置および符号変換受信装置を組み合わせて使用しているが
、それぞれ独立して使用しても問題ない。また、第１乃至第Ｎの符号変換データは、イン
タリーブを用いて配置しても構わない。
【０１６６】
［第４の実施の形態］
本発明の第４の実施の形態では、任意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して
、符号変換伝送装置側は、
a) 入力された符号化パケットデータを復号化し、入力されたオーディオデータと同等ま
たはそれよりも高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、得られた一個または複数個の符号化
パケットデータを、所定の伝送手段を用いて送信する制御を行う第１のオーディオ符号変
換送信手段と、
b) 前記第１のオーディオ符号変換送信手段が符号化した全てのパケットデータ、又は入
力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一部のパ
ケットデータに対し、第１のオーディオ符号変換送信手段と同等又はそれよりも高い圧縮
率となるように、当該パケットデータと同一領域を含むパケットデータに符号化し、得ら
れた符号化パケットデータを第１のオーディオ符号変換送信手段と同一または異なる伝送
手段を用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて送信する制御を行う第２乃
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至第Ｎの（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段と、
c) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信手段の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送路へ送出する手段と、を備
えている。
【０１６７】
符号変換受信装置は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択され
た伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠落がなく受信された、同
一フレームのパケットデータの中から、圧縮率が最も低い符号化パケットデータを選択し
て出力する選択手段を備えている。上記符号変換伝送装置、符号変換受信装置の各手段は
、上記符号変換伝送装置、符号変換受信装置を構成するコンピュータで実行されるプログ
ラムによりその処理・機能を実現してもよい。
【０１６８】
［第４の実施例］
次に本実施の形態についてさらに詳細に説明すべく、本発明の第４の実施例について図面
を参照して説明する。
【０１６９】
（４．Ａ）概要：
本実施例の構成および動作は第３実施例とほぼ同じであり、図７に示されるように、オー
ディオ符号変換伝送装置７００と符号変換受信装置７２０および符号化データを伝送する
ための伝送路７３０から構成される。整数Ｎは、符号変換伝送装置が送信する符号化デー
タの個数を表し、２以上とする。整数Ｍは、Ｎ個の符号化データが送出される伝送路の個
数を表し、１以上とする。
【０１７０】
オーディオ符号変換伝送装置の構成は、前記第３の実施例とほぼ同じであるが、この装置
を構成する各部の動作が若干異なる。入力されたオーディオ符号化データを復号化し、得
られたオーディを入力オーディオデータと同等又はそれより高い圧縮率で所定の圧縮符号
化を行い、符号変換データをオーディオ符号変換受信装置へ送信する。第１のオーディオ
符号変換送信部７０３で符号化される入力フレームの符号化データは、１個または複数個
のパケットデータから構成されている。また、第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部
７０４～７０５は、第１のオーディオ符号変換送信部７０３で符号化されたパケットの全
てまたは一部のパケットを、第１のオーディオ符号変換送信部７０３と同等又はそれより
も高い圧縮率で符号化し、得られた符号化パケットデータをオーディオ符号変換受信装置
へ送信する。上記以外の動作に関しては、基本的に、第３の実施例と同じである。
【０１７１】
オーディオ符号変換受信装置の構成も、前記第３の実施例とほぼ同じであるが、この装置
を構成する各部の動作が若干異なる。以下相違点について説明する。符号化データ再構成
部７１０は、前記第３の実施例と同様に、第１乃至第Ｎの符号化データ受信部７０７、７
０８、７０９で伝送誤りも欠落もなく受信され、同一フレームの同一領域の圧縮データを
含む最大Ｎ個の符号化パケットデータの中から、圧縮率が最も低いパケットを復号化され
る符号化データとして選択し、この選択を符号変換伝送装置が送信するパケットデータ単
位で行う。上記以外の動作に関しては、基本的に第３の実施例と同じである。この実施例
でも、それぞれの伝送路７３０でオーディオデータの伝送に使用できる帯域にあわせて、
第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部７０３～７０５の符号化の圧縮率を選択される
構成とされており、第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部７０３～７０５の出力が、
第１乃至第Ｍの伝送路７３０へ出力される構成とされており、伝送路の状態又はオーディ
オデータ送信者の意図に沿った送信を行うことができる。
【０１７２】
（４．Ｂ）符号変換伝送装置：
本実施例におけるオーディオデータ符号変換伝送装置の構成および動作は、図８に示した
、前記第３の実施例におけるオーディオデータ符号変換伝送装置とほぼ同じであり、図８
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における第１の符号化パケット生成部８０５と、第２の符号化パケット生成部８１１と、
第１の誤り検出符号付加・フレーム／パケット番号付加部８０６と、第２の誤り検出符号
付加・フレーム／パケット番号付加部８１２の動作のみが相違する。以下、動作の相違点
について説明する。
【０１７３】
すなわち、この実施例において、第１の誤り検出符号付加・フレーム／パケット番号付加
部８０６と第２の誤り検出符号付加・フレーム／パケット番号付加部８１２は、同一フレ
ームの符号化パケットデータに、同一のパケット識別番号が付加されるように動作する。
上記以外の処理部の動作は、前記第３の実施例と同様である。
【０１７４】
以上で説明した本実施例を更に好ましく具体化した例は、第２の実施例と同様である。
【０１７５】
（４．Ｃ）符号変換受信装置：
本実施例におけるオーディオ符号変換受信装置の構成および動作は、図３に示した第２の
実施例におけるオーディオ符号変換受信装置とほぼ同じである。ただし、図３では、伝送
路の個数Ｍを３としているが、本実施例ではＭ＝２であるため、第３の符号化受信部は本
実施例では存在しない。また、符号化データの再構成３１０の動作は、Ｍが２であるため
、手順が異なる。
【０１７６】
本実施例における、符号化データ再構成部３１０での動作手順を、図１０のフローチャー
トをもとに説明する。図１０の一連の手順は、ある整数ｎに対し第ｎフレームの符号化デ
ータ再構成処理を示している。
【０１７７】
ステップＳ１００１では、第ｎフレームの全ての符号化データが第１の受信パケットバッ
ファ３０１と第２の受信パケットバッファ３０４に到着すべき時刻に、所定の許容される
最大遅延時間を加えた時刻まで待機した後、ステップＳ１００２に進む。
【０１７８】
ステップＳ１００２では、パケット番号を記憶する変数ａに第ｎフレームのパケット番号
の最小値を格納し、変数ｂに第ｎフレームのパケット番号の最大値を格納する。
【０１７９】
ステップＳ１００３では、パケット番号を記憶する変数ｉに変数ａの値を代入し、ステッ
プＳ１００４からの繰り返し処理を開始する。
【０１８０】
ステップＳ１００４では、第１の誤り検出・パケットロス検出部３０３における誤りとパ
ケットロスの検出結果に従い、第１の受信パケットバッファ３０１中に第ｎフレームの第
ｉパケットが存在し、ビット誤りがないか判定する。ステップＳ１００４の判定の結果、
第１の受信パケットバッファ３０１に第ｎフレームの第ｉパケットが受信され、かつデー
タに誤りが検出されない場合は、ステップＳ１００５に進む。それ以外の場合は、ステッ
プＳ１００６に進む。
【０１８１】
ステップＳ１００５に進んだ場合には、第１の符号化データ抽出部３０２が出力する第ｎ
フレームの符号化データを、復号化する符号化データとして、可変長復号化部（図示され
ない；例えば図１５の復号化装置に対応する）に受け渡し、ステップＳ１００８に進む。
【０１８２】
ステップＳ１００６に進んだ場合は、第２の誤り検出・パケットロス検出部３０６におけ
る誤りとパケットロスの検出結果に従い、第２の受信パケットバッファ３０４中に第ｎフ
レームの第ｉパケットが存在し、ビット誤りがないか判定する。
【０１８３】
ステップＳ１００６の判定の結果、第２の受信パケットバッファ３０４に第ｎフレームの
第ｉパケットが受信され、かつデータに誤りが検出されない場合は、ステップＳ１００７
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に進む。それ以外の場合は、ステップＳ１００８に進む。
【０１８４】
ステップＳ１００７では、第２の符号化データ抽出部３０５が出力する第ｎフレームの符
号化データを、復号化する符号化データとして可変長復号化部（図示されない；例えば図
１５の復号化装置に対応する）に受け渡し、ステップＳ１００８に進む。
【０１８５】
ステップＳ１００８では、変数ｉを１増加させる。続くステップＳ１００９では、変数ｉ
が変数ｂの値を超えていないか判定し、超えていない場合はステップＳ１００４からの処
理を繰り返す。変数ｉが変数ｂの値を超えた場合は、一連の繰り返し処理を終え、第ｎフ
レーム符号化データの再構成処理を終了する。
【０１８６】
本実施例におけるこれ以外の各部の動作、好ましい具体例は、第３の実施例と同様である
。
【０１８７】
（４．Ｄ）作用効果：
以上で説明した第４の実施例によれば、オーディオ符号変換伝送装置は入力されたオーデ
ィオデータを復号化し、これを同一のオーディオデータを２個の符号化データに符号化し
て、一定または適応的に変化する時間間隔を空けながら送信する。
【０１８８】
第２の符号化送信手段は、第１の符号化送信手段で符号化されたパケットを符号化する。
符号変換受信装置側は正常に受信できた符号化データの中から圧縮率が低く音質の良い符
号化データをパケット単位で選択し、出力する。その結果、バースト性の高い伝送エラー
やパケットロスが頻発する信頼性の低い伝送路を用いる場合でも、２個の符号化データの
両方が誤って伝送される確率が小さくなり、伝送後の復号化音質に著しい劣化が生じるの
を防ぐことが可能である。
【０１８９】
さらに、第２の符号化データの圧縮率を高くすることで、第２の符号化データ送信に伴う
伝送帯域の増大を小さく抑えることができる。加えて、伝送路の状況、オーディオ送信者
またはオーディオ受信者の意図により、帯域の異なった複数の伝送路へ第１乃至第２の符
号化データを送信することができ、さらに伝送路での誤りの影響を低減できる。
【０１９０】
また、符号変換受信装置では、受信した２個の符号化データの中から少なくとも１個のデ
ータを復号化すれば良いので、通常のオーディオ復号化装置と比べて必要な演算量が大き
く増大することはない。
【０１９１】
本実施例では、符号変換伝送装置および符号変換受信装置を組み合わせて使用しているが
、それぞれ独立して使用しても問題ない。また、第１乃至第Ｎの符号変換データは、時間
間隔以外によるインタリーブでも構わない。
【０１９２】
［第５の実施の形態］
本発明の第５の実施の形態では、任意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して
、符号変換伝送装置側は、
a) 符号化パケットデータを入力し、全て又は１部のパケットを所定の伝送手段を用いて
送信する制御を行う第１のオーディオ符号変換送信手段と、
b) 前記第１のオーディオ符号化手段が符号化した全てのパケットデータ、又は入力オー
ディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一部のパケット
データに対し、パケットを複製し、得られたパケットデータを第１のオーディオ符号変換
送信手段と同一または異なる伝送手段を用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を
置いて送信する制御を行う第２乃至第Ｎの（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段と
、
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c) 第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段の出力を、第１乃至第Ｍの伝送路へ送出
する手段と、を備えている。
【０１９３】
符号変換受信装置側は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択さ
れた伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠落がなく受信されたパ
ケットデータの中から、符号化パケットデータを選択して出力する選択手段、を備えてい
る。上記符号変換伝送装置、符号変換受信装置の各手段は、上記符号変換伝送装置、符号
変換受信装置を構成するコンピュータで実行されるプログラムによりその処理・機能を実
現してもよい。
【０１９４】
［第５実施例］
次に本実施の形態についてさらに詳細に説明すべく、本発明の第５の実施例について図面
を参照して説明する。
【０１９５】
（５．Ａ）概要：
図１１は、本発明の第５の実施例を示している。本図に示すように、オーディオデータの
符号変換伝送装置１２００と符号変換受信装置１２２０および符号化データを伝送するた
めの伝送路１２３０から構成される。整数Ｎは、符号変換伝送装置が送信する符号化デー
タの個数を表し、２以上とする。整数Ｍは、Ｎ個の符号化データが送出される伝送路の個
数を表し、１以上とする。符号変換伝送装置は、オーディオパケットデータを入力し、そ
の全て又は一部を選択し、第１乃至第Ｍの伝送路へ送出する。
【０１９６】
図１１に示すように、この符号変換伝送装置１２００は、第１乃至第ＭのＭ個の伝送路１
２３０へ送信する制御を行う第１乃至第ＮのＮ個のオーディオ符号変換送信部１２０２、
１２０４、１２０５を備える。オーディオデータ受信部１２０１は、オーディオパケット
データを受信する。第１のオーディオ符号変換送信部１２０２は、入力されたオーディオ
パケットデータの全てまたは一部のパケットをディオ符号変換受信装置１２２０に送信す
る。
【０１９７】
オーディオデータ複製部１２０３は、受信した全てのパケットデータ、又は入力オーディ
オの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一部のパケットデー
タに対し複製し、第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部１２０４乃至１２０５へ出力
する。
【０１９８】
第２のオーディオ符号変換送信部１２０４乃至１２０５は、複製されたパケットを、第１
のオーディオパケットデータと同じ、又は異なる個数のパケットデータを選択し、一部を
オーディオ符号変換受信装置へ送信する。第１乃至第Ｎのオーディオストリームは、第１
乃至第Ｍの伝送路上へ送信される。
【０１９９】
オーディオ符号変換受信装置１２２０は、受信伝送路選択部１２０６で、符号変換伝送装
置が送信したＭ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択された伝送路から
のＮ個の符号化データを受信し、復号変換を行う。
【０２００】
図１２に示すように、符号変換伝送装置１２００の備える第１乃至第Ｎのオーディオ符号
変換送信部１２０２、１２０４、１２０５により送信された符号化データを受信する第１
乃至第Ｎの符号化データ受信部１２０７～１２０９と、符号化データ再構成部１２１０を
備える。
【０２０１】
符号化データ再構成部１２１０は、符号化データ受信部１２０７乃至１２０９で伝送誤り
も欠落もなく受信された最大Ｎ個の符号化データの中から、データを選択して出力する。
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【０２０２】
（５．Ｂ）符号化変換伝送装置：
図１２は、本発明の第５の実施例におけるオーディオ符号変換伝送装置の詳細な構成を示
している。簡単のため、この装置が出力する符号化データの個数Ｎを２、符号化データを
送信する伝送路の個数Ｍを２としている。図１２において、第１のオーディオ符号変換送
信部１３００は、入力されたオーディオパケットデータのうち、オーディオ信号の性質や
伝送路の状況に従い、適応的に送信するパケットを選択する第１の送信パケット選択部１
３０１と、出力した符号化パケットデータの伝送誤りとパケットロスを受信装置で検出す
るための、誤り検出符号とフレーム／パケット識別番号を付加する第１の誤り検出符号・
フレーム／パケット識別番号付加部１３０２と、を備え、第１の符号化データを出力する
。
【０２０３】
図１２において、第２のオーディオ符号変換送信部１３１０は、入力されたオーディオ符
号化パケットデータを複製するパケット複製部１３０３と、複製されたオーディオパケッ
トデータのうち、第１のオーディオ符号変換送信部１３００と同じ、又は異なった個数で
、オーディオ信号の性質または、あらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一
部のパケットデータに対し適応的に送信するパケットを選択する第２の送信パケット選択
部１３０４と、第２の送信パケット選択部１３０４が出力した符号化パケットデータの伝
送誤りとパケットロスを受信装置で検出するための、誤り検出符号とパケット識別番号を
付加する第２の誤り検出符号・フレーム／パケット識別番号付加部１３０５と、を備え、
第２の符号化データを出力する。
【０２０４】
本実施例では、Ｍを２、Ｎを２としているため、２個の伝送路それぞれに、以上の第１乃
至第２のオーディオ符号変換送信データが送信される。
【０２０５】
上記以外の処理部の動作は、第４の実施例と同様である。以上で説明した本実施例を更に
好ましくした実施例は、第２の実施例と同様である。
【０２０６】
オーディオ符号変換受信装置の構成および動作は、第４の実施例と同じである。
【０２０７】
（５．Ｃ）作用効果：
以上で説明した第５の実施例によれば、オーディオ符号変換伝送装置は同一のオーディオ
パケットデータを２個の符号化データに変換して、一定または適応的に変化する時間間隔
を空けながら送信する。第１のオーディオ符号変換送信部は、入力されたオーディオパケ
ットデータをディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択して送信
する。第２のオーディオ符号変換送信部は、全てのパケットデータ、又は入力オーディオ
の性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一部のパケットデータ
に対し複製し、入力データと同じ又は異なった個数を選択し、送信する。
【０２０８】
符号変換受信装置側では、正常に受信できた符号化パケットデータの中から誤り又は欠落
のないデータを、パケット単位で選択し、かつ、２個の伝送路から受信したデータのうち
、品質の高いデータを選択し、出力する。その結果、バースト性の高い伝送エラーやパケ
ットロスが頻発する信頼性の低い伝送路を用いる場合でも、２個の符号化データの両方が
誤って伝送される確率が小さくなり、伝送後の復号オーディオに著しい劣化が生じるのを
防ぐことが可能である。
【０２０９】
さらに、第２の符号化パケットデータの選択個数を小さくすることで、第２の符号化デー
タ送信に伴う伝送帯域の増大を小さく抑えることができる。加えて、伝送路の状況、オー
ディオ送信者またはオーディオ受信者の意図により、帯域の異なった複数の伝送路へ第１
乃至第２の符号化データを送信することができ、さらに伝送路での誤りの影響を低減でき
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る。
【０２１０】
また、符号変換受信装置では、受信した２個の符号化データの中から少なくとも１個のデ
ータを復号化すれば良いので、通常のオーディオ復号化装置と比べて必要な演算量が大き
く増大することはない。
【０２１１】
本実施例では、符号変換伝送装置および符号変換受信装置を組み合わせて使用しているが
、それぞれ独立して使用しても問題ない。また、第１乃至第Ｎの符号変換データは、時間
間隔以外によるインタリーブでも構わない。
【０２１２】
［第６の実施の形態］
本発明の第６の実施の形態では、任意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して
、符号変換伝送装置側は、
a) 圧縮された符号化データを入力し、入力された符号化データを復号化し、入力された
符号化データと同等又はそれより高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、全てのフレーム、
又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択された一
部のフレームを、所定の伝送手段を用いて送信する制御を行う第１のオーディオ符号変換
送信手段と、
b) 入力された符号化データを復号化し、前記第１のオーディオ符号変換送信手段と同等
又はそれより高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、得られた符号化データの全てのフレー
ム、又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応的に選択され
た一部のフレームを、第１のオーディオ符号変換送信手段と同一または異なる伝送手段を
用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて送信する制御を行う第２乃至第Ｎ
の（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段と、
c) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信手段の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送路へ送出する手段と、を備
えている。
【０２１３】
符号変換受信装置側は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択さ
れた伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠落がなく受信された符
号化データを抽出し、同一フレームの符号化データの中から、圧縮率が最も低いオーディ
オ符号化データを選択して出力する選択手段、を備えている。上記符号変換伝送装置、符
号変換受信装置の各手段は、上記符号変換伝送装置、符号変換受信装置を構成するコンピ
ュータで実行されるプログラムによりその処理・機能を実現してもよい。
【０２１４】
［第６の実施例］
次に本実施の形態についてさらに詳細に説明すべく、実施例を、本発明の第６の実施例に
ついて図面を参照して説明する。
【０２１５】
（６．Ａ）概要：
図１３は、本発明の第６の実施例を示している。図１３に示すように、オーディオデータ
の符号変換伝送装置１４００と符号変換受信装置１４２０および符号化データを伝送する
ための伝送路１４３０から構成される。整数Ｎは、符号変換伝送装置が送信する符号化デ
ータの個数を表す。Ｎは２以上とする。整数Ｍは、Ｎ個の符号化データが送出される伝送
路の個数を表し、１以上とする。
【０２１６】
オーディオ符号変換伝送装置１４００は、入力された符号化されたオーディオデータを復
号化し、得られたオーディオデータを入力データと同等又はそれより高い圧縮率で所定の
圧縮符号化を行い、符号変換データをオーディオ符号変換受信装置１４２０へ送信する。
入力されたオーディオデータをＮ個の符号化データに符号化し、第１乃至第Ｎのオーディ
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オ符号化データとして第 1乃至第Ｍの伝送路に送信する。
【０２１７】
図１３に示すように、このオーディオ符号変換伝送装置は第１乃至第ＮのＮ個のオーディ
オ符号変換送信部（第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部）１４０３、１４０４、１
４０５を備える。
【０２１８】
オーディオデータ受信部１４０１は、オーディオデータを受信する。
【０２１９】
オーディオ復号化部１４０２は、入力されたオーディオ符号化データを復号化する。
【０２２０】
第１のオーディオ符号変換送信部１４０３は、符号変換伝送装置に入力されたフレームに
対し所定の圧縮符号化を行い、得られた符号化データをオーディオ符号変換受信装置へ送
信する。
【０２２１】
第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部１４０４乃至１４０５は、第１のオーディオ符
号変換送信部１４０３と同等又はそれよりも高い圧縮率で符号化し、得られた符号化デー
タをオーディオ符号変換受信装置へ送信する。第１乃至第Ｎのオーディオストリームは、
第１乃至第Ｍの伝送路上へ送信される。
【０２２２】
この実施例においても、それぞれの伝送路１４３０でオーディオデータの伝送に使用でき
る帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部１４０３～１４０５の符号
化の圧縮率を選択される構成としてもよい。第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部１
４０３～１４０５の出力が、第１乃至第Ｍの伝送路１４３０へ出力される構成とされてお
り、伝送路の状態又はオーディオデータ送信者の意図に沿った送信を行うことができる。
【０２２３】
オーディオ符号変換受信装置１４２０は、受信伝送路選択部１４０６で、オーディオ符号
変換伝送装置が送信したＭ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択された
伝送路からのＮ個の符号化データを受信し、復号変換を行う。
【０２２４】
オーディオ符号変換受信装置１４２０は、図１３に示すように、符号変換伝送装置１４０
０の備える第１乃至第Ｎのオーディオ符号化送信手段１４０３乃至１４０５により送信さ
れた符号化データを受信する第１乃至第Ｎの符号化データ受信部１４０７乃至１４０９と
、符号化データ再構成部１４１０を備える。
【０２２５】
符号化データ再構成部１４１０は、符号化データ受信部１４０７乃至１４０９で伝送誤り
も欠落もなく受信された最大Ｎ個の符号化データの中から、圧縮率が最も低いデータを選
択して出力する。
【０２２６】
（６．Ｂ）符号変換伝送装置：
図１４は、本発明の第６の実施例におけるオーディオ符号変換伝送装置の詳細な構成を示
している。簡単のため、この装置が出力する符号化データの個数Ｎを２、符号化データを
送信する伝送路の個数Ｍを２としている。図１４を参照すると、入力されたオーディオデ
ータを復号化する復号化部１５０１を備え、第１のオーディオ符号変換送信部１５００は
、復号化されたオーディオデータを、入力されたデータと同等、又はそれより高い圧縮率
で符号化する第１の送信フレーム／パケット符号化部１５０２と、第１の送信フレーム／
パケット符号化部１５０２が出力した符号化データの伝送誤りとパケットロスを受信装置
で検出するための、誤り検出符号とフレーム／パケット識別番号を付加する第１の誤り検
出符号・フレーム／パケット識別番号付加部１５０３を備え、第１のオーディオ符号化デ
ータが出力され、所定の送信手段によって送信される。
【０２２７】
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図１４において、第２のオーディオ符号変換送信部１５１０は、第１のオーディオ符号変
換送信部１５００と同等、又はそれより高い圧縮率で符号化し、出力する第２の送信フレ
ーム／パケット符号化部１５０４と、第２の送信フレーム／パケット符号化部１５０４が
出力した符号化データの伝送誤りとパケットロスを受信装置で検出するための、誤り検出
符号とフレーム／パケット識別番号を付加する第２の誤り検出符号・フレーム／パケット
識別番号付加部１５０５を備え、第２のオーディオ符号化データが出力され、所定の送信
手段によって送信される。
【０２２８】
本実施例では、Ｍを２、Ｎを２としているため、２個の伝送路それぞれに、以上の第１乃
至第２のオーディオ符号変換送信データが送信される。上記以外の処理部の動作は、第３
の実施例と同様である。
【０２２９】
以上で説明した本実施例を更に好ましく具体化した例は、前記第１の実施例と同様である
。
【０２３０】
オーディオ符号変換受信装置の構成および動作は、前記第３の実施例と同じである。
【０２３１】
（６．Ｃ）作用効果：
以上で説明した第３の実施例によれば、オーディオ符号変換伝送装置は入力されたオーデ
ィオデータを復号化し、これを同一のオーディオデータを２個の符号化データに符号化し
て、一定または適応的に変化する時間間隔を空けながら送信する。
【０２３２】
符号変換受信装置側は正常に受信できた符号化データの中から圧縮率が低く音質の良い符
号化データをフレーム単位で選択し、出力する。その結果、バースト性の高い伝送エラー
やパケットロスが頻発する信頼性の低い伝送路を用いる場合でも、２個の符号化データの
両方が誤って伝送される確率が小さくなり、伝送後の復号化音質に著しい劣化が生じるの
を防ぐことが可能である。
【０２３３】
さらに、第２の符号化データの圧縮率を高くすることで、第２の符号化データ送信に伴う
伝送帯域の増大を小さく抑えることができる。
【０２３４】
加えて、伝送路の状況、オーディオ送信者またはオーディオ受信者の意図により、帯域の
異なった複数の伝送路へ第１乃至第２の符号化データを送信することができ、さらに伝送
路での誤りの影響を低減できる。また、符号変換受信装置では、受信した２個の符号化デ
ータの中から少なくとも１個のデータを復号化すれば良いので、通常のオーディオ復号化
装置と比べて必要な演算量が大きく増大することはない。
【０２３５】
本実施例では、符号変換伝送装置および符号変換受信装置を組み合わせて使用しているが
、それぞれ独立して使用しても問題ない。また、第１乃至第Ｎの符号変換データは、時間
間隔以外によるインタリーブでも構わない。
【０２３６】
［第７の実施の形態］
本発明の第７の実施の形態では、任意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対して
、符号変換伝送装置側は、
a) 圧縮された符号化パケットデータを入力し、入力された符号化パケットデータを復号
化し、入力された符号化データと同等又はそれより高い圧縮率となるよう圧縮符号化し、
全てのパケット、又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い適応
的に選択された一部のパケットを、所定の伝送手段を用いて送信する制御を行う第１のオ
ーディオ符号変換送信手段と、
b) 入力された符号化パケットデータを復号化し、前記第１のオーディオ符号変換送信手
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段と同等又はそれより高い圧縮率となるようパケットデータに圧縮符号化し、得られた全
てのパケットデータ、又は入力オーディオの性質またはあらかじめ定められた規則に従い
適応的に選択された一部のパケットデータを第１のオーディオ符号変換送信手段と同一ま
たは異なる伝送手段を用いて、一定または適応的に変化する時間間隔を置いて送信する制
御を行う第２乃至第Ｎの（Ｎ－１）個のオーディオ符号変換送信手段と、
c) 第１乃至第Ｍの伝送路それぞれに使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーデ
ィオ符号変換送信手段の圧縮率を選択し、第１乃至第Ｍの伝送路へ送出する手段と、を備
えている。
【０２３７】
符号変換受信装置側は、 d) Ｍ個の伝送路から少なくとも１個の伝送路を選択し、選択さ
れた伝送路からＮ個の符号化データを受信し、伝送誤りがなく、欠落がなく受信されたパ
ケットデータの中から、圧縮率が最も低い符号化パケットデータを選択して出力する選択
手段を備えている。上記符号変換伝送装置、符号変換受信装置の各手段は、上記符号変換
伝送装置、符号変換受信装置を構成するコンピュータで実行されるプログラムによりその
処理・機能を実現してもよい。
【０２３８】
［第７の実施例］
次に本実施の形態についてさらに詳細に説明すべく実施例を、本発明の第７の実施例につ
いて図面を参照して説明する。
【０２３９】
（７．Ａ）概要；
本実施例の構成および動作は第６の実施例とほぼ同じであり、図１３に示されるように、
オーディオ符号変換伝送装置１４００と符号変換受信装置１４２０および符号化データを
伝送するための伝送路１４３０から構成される。整数Ｎは、符号変換伝送装置が送信する
符号化データの個数を表し、２以上とする。整数Ｍは、Ｎ個の符号化データが送出される
伝送路の個数を表し、１以上とする。
【０２４０】
オーディオ符号変換伝送装置の構成は、前記第６の実施例とほぼ同じであるが、この装置
を構成する各部の動作が若干異なる。以下相違点について説明する。
【０２４１】
入力されたオーディオ符号化データを復号化し、入力オーディオデータと同等又は、それ
より高い圧縮率で所定の圧縮符号化を行い、符号変換データをオーディオ符号変換受信装
置へ送信する。
【０２４２】
オーディオ像符号変換処理部で符号化される入力フレーム符号化データは、１個または複
数個のパケットデータから構成されている。
【０２４３】
また、第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信部は、第１のオーディオ符号変換送信部で
符号化されたパケットの全てまたは一部のパケットを、第１のオーディオ符号変換送信部
と同等又はそれよりも高い圧縮率で符号化し、得られた符号化パケットデータをオーディ
オ符号変換受信装置へ送信する。上記以外の動作に関しては、基本的に、前記第６の実施
例と同じである。
【０２４４】
オーディオ符号変換受信装置の構成も、前記第６の実施例とほぼ同じであるが、この装置
を構成する各部の動作が若干異なる。以下相違点について説明する。
【０２４５】
図１３において、符号化データ再構成部１４１０は、前記第６の実施例と同様に、第１乃
至第Ｎの符号化データ受信部で伝送誤りも欠落もなく受信され、同一フレームの圧縮デー
タを含む最大Ｎ個の符号化パケットデータの中から、圧縮率が最も低いパケットを復号化
される符号化データとして選択し、この選択を符号変換伝送装置が送信するパケットデー
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タ単位で行う。上記以外の動作に関しては、基本的に第６の実施例と同じである。
【０２４６】
（７．Ｂ）符号変換伝送装置：
本実施例におけるオーディオデータ符号変換伝送装置の構成および動作は、図１４に示し
た、前記第６の実施例におけるオーディオデータ符号変換伝送装置とほぼ同じであるが、
図１４における第１の送信フレーム／パケット符号化部１５０２と、第２の送信フレーム
／パケット符号化部１５０４と、第１の誤り検出符号付加・フレーム／パケット番号付加
部１５０３と、第２の誤り検出符号付加・フレーム／パケット番号付加部１５０５の動作
のみが相違する。以下、相違点について説明する。
【０２４７】
本実施例におけるオーディオデータ符号変換伝送装置において、第１の送信フレーム／パ
ケット符号化部１５０２と第２の送信フレーム／パケット符号化部１５０４は、第１の送
信フレーム／パケット符号化部１５０２で生成する符号化パケットデータのフレームと、
第２の送信フレーム／パケット符号化部１５０４で生成する符号化パケットデータのフレ
ームが一致するように、符号化パケットデータを生成する。上記以外の処理部の動作は、
第６の実施例と同様である。
【０２４８】
以上で説明した本実施例を更に好ましく具体化した例は、第２の実施例と同様である。オ
ーディオ符号変換受信装置の構成および動作は、第４の実施例と同じである。
【０２４９】
（７．Ｃ）作用効果：
以上で説明した第７の実施例によれば、オーディオ符号変換伝送装置は入力されたオーデ
ィオデータを復号化し、これを同一のオーディオデータを２個の符号化データに符号化し
て、一定または適応的に変化する時間間隔を空けながら送信する。第２の符号化送信手段
は、第１の符号化送信手段で符号化されたパケットを符号化する。
【０２５０】
符号変換受信装置側は、正常に受信できた符号化データの中から圧縮率が低く音質の良い
符号化データをパケット単位で選択し、出力する。その結果、バースト性の高い伝送エラ
ーやパケットロスが頻発する信頼性の低い伝送路を用いる場合でも、２個の符号化データ
の両方が誤って伝送される確率が小さくなり、伝送後の復号化音質に著しい劣化が生じる
のを防ぐことが可能である。
【０２５１】
さらに、第２の符号化データの圧縮率を高くすることで、第２の符号化データ送信に伴う
伝送帯域の増大を小さく抑えることができる。加えて、伝送路の状況、オーディオ送信者
またはオーディオ受信者の意図により、帯域の異なった複数の伝送路へ第１乃至第２の符
号化データを送信することができ、さらに伝送路での誤りの影響を低減できる。
【０２５２】
また、符号変換受信装置では、受信した２個の符号化データの中から少なくとも１個のデ
ータを復号化すれば良いので、通常のオーディオ復号化装置と比べて必要な演算量が大き
く増大することはない。
【０２５３】
本実施例では、符号変換伝送装置および符号変換受信装置を組み合わせて使用しているが
、それぞれ独立して使用しても問題ない。また、第１乃至第Ｎの符号変換データは、時間
間隔以外によるインタリーブでも構わない。
【０２５４】
［第８の実施の形態］
さらに本発明の別の実施の形態について説明する。図１５は、本発明の第８の実施の形態
のシステム構成を示す図である。図１５を参照すると、符号化データを出力する符号化装
置４０と、オーディオデータの符号変換伝送装置１０と、複数（Ｋ個）のオーディオデー
タの符号変換受信装置２０１ ～２０Ｋ と、符号変換受信装置２０１ ～２０Ｋ に接続される
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複数（Ｋ個）の復号化装置３０１ ～３０Ｋ とを備えている。符号化装置４０は、符号化デ
ータを配信する情報提供源をなし、公知のサーバ装置が用いられる。符号変換伝送装置１
０は、前記第１乃至第９の実施例を参照して説明した本発明の符号変換伝送装置（例えば
図１の１００）からなる。
【０２５５】
複数のオーディオデータの符号変換受信装置２０は、前記第１乃至第９の実施例を参照し
て説明した本発明の符号変換受信装置（例えば図１の１２０）からなる。復号化装置３０
は、符号変換受信装置２０からの符号化データを復号化して表示する装置（デコーダ）で
あり、既製品がそのまま利用される。
【０２５６】
図１５に示す例では、符号変換伝送装置１０と各符号変換受信装置２０１ ～２０Ｋ とのそ
れぞれの情報転送に用いられる伝送路１３は、各符号変換受信装置につき１本とされてい
る。すなわち、図１の実施例でのＭ個の伝送路１３０のＭは１個とされており、図１の符
号変換受信装置１２０を複数個備えた構成としたものである。符号変換伝送装置１０は、
図示されないＮ個のオーディオ符号変換送信部を備えておりＮ本のストリームデータを出
力することは、前記各実施例と同じである。
【０２５７】
この実施の形態の具体例をなす一実施例として、符号変換伝送装置１０は、インターネッ
ト通信網（あるいはイントラネット）に接続され、符号化装置４０から、符号化データを
例えばＵＤＰ／ＩＰプロトコルを用いて伝送される符号化データを入力する。符号変換伝
送装置１０の図示されないオーディオ符号変換送信部の処理は、例えばＲＴＰ（ Real-tim
e　 Transport　 Protocol）に対応する処理を行う。符号変換受信装置２０は、例えばイン
ターネット通信網に接続されるクライアント端末とする。
【０２５８】
この実施例で、伝送路が、無線の場合、符号変換伝送装置１０からの符号変換出力（Ｎ本
のストリームデータ）はＵＤＰ／ＩＰプロトコル、物理層を介して出力され、ルータ及び
ゲートウエイ等を介して移動体パケット通信システム網内の基地局を介し宛先の符号変換
受信装置２０に送信され、符号変換受信装置２０では、符号化装置４０と復号化装置３０
との間の符号変換伝送装置１０で符号変換されたデータを、符号化装置４０のもとの符号
化に対応した符号化データに再構成して出力し、復号化装置３０は符号化装置４０の符号
化と対応する復号化処理を行うことで、図示されない音声出力装置に音声出力する。符号
変換受信装置２０に接続される復号化装置（デコーダ）３０は、符号変換受信装置２０と
一体化した端末として構成してもよいし、あるいは、符号変換受信装置２０を構成する端
末と通信接続する端末（パソコン）等に備えた構成としてもよい。
【０２５９】
この実施例において、符号変換受信装置２０は、符号変換伝送装置１０に制御信号（リク
エスト信号）を出力する構成とされ、符号変換伝送装置１０は、この制御信号を受けて、
符号化データを符号変換受信装置２０に送信する。図１５は、制御信号が、符号変換伝送
装置１０からの符号化ストリーム出力とは異なるものであることを表している。
【０２６０】
また、符号変換受信装置２０側から符号変換伝送装置１０に送信される制御信号を使って
、符号変換受信装置２０のシステム情報、例えばＩＰアドレス、装置情報、復号化装置３
０で対応可能な符号化方式（例えばＩＴＵ－Ｔ勧告であるＨ．２６１あるいはＨ．２６３
、ＩＳＯ／ＩＥＣ勧告であるＭＰＥＧ－４  Ｖｉｓｕａｌ）等の情報を、符号変換伝送装
置１０を通知することで、リクエスト信号を受けた符号変換伝送装置１０では、符号変換
受信装置２０、復号化装置３０に適合した符号変換を行うようにしてもよい。なお、本発
明において、伝送路が有線の場合にも適用できることは勿論である。
【０２６１】
図１５に示す構成において、符号変換伝送装置１０から各伝送路１３にそれぞれ出力され
る複数本（Ｎ本）の符号化ストリームデータを、図５のように、遅延付加部により、互い
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に時間間隔を設けて多重化部で多重してもよいし、Ｎ本の符号化ストリームデータを多重
化部でインタリーブして送信順序をシャフルして互いに時間間隔をあけて多重化出力を伝
送路に送信するようにしてもよい。符号変換伝送装置１０内に、図５に示した遅延付加部
、及び、多重化部を設ける構成としてもよい。この場合、符号変換受信装置２０は、図５
の分離部５１１を備え、受信伝送路選択部で選択された伝送路から受信された多重化伝送
パケットは、各ストリームのパケットに分離されて、符号化データの抽出処理、再構成処
理が行われる。この実施例によれば、情報提供源をなす符号化装置４０からの符号化デー
タを符号変換伝送装置１０で受信し、符号変換伝送装置１０は伝送路１３でのデータ損失
、データ誤りに耐性を有する方式へと変換し、符号変換受信装置２０側へ送信し、伝送路
１３上での伝送に適した効率的な符号伝送を行うことができる。復号化装置３０は符号化
装置４０の符号化方式に対応して復号処理を行う。
【０２６２】
以上本発明を上記各実施例に即して説明したが、本発明は、上記実施例の構成にのみ限定
されるものでなく、特許請求の範囲の各請求項の発明の範囲内で当業者であればなし得る
であろう各種変形、修正を含むことは勿論である。
【０２６３】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明によれば、バースト性の高い伝送エラーやパケットロスが発
生する信頼性の低い伝送路を用いた場合でも、Ｎ個の符号化データ全てが誤って伝送され
る確率が小さくなり、復号化音質に著しい乱化が生じるのを防ぐことができる、という効
果を奏する。その理由は、以下の通りである。
【０２６４】
すなわち、本発明においては、任意の２以上の整数Ｎ、任意の１以上の整数Ｍに対し、符
号変換伝送装置側は、第１乃至第Ｍの伝送路上で、第１乃至第Ｎの変換送信手段を備え、
オーディオデータのフレームまたはパケットを、伝送レートにあわせて全て、または一部
を伝送するか、復号化後、オーディオデータをＮ個の符号化データに圧縮符号化して、一
定または適応的に変化する時間間隔を空けながら送信し、第２乃至第Ｎのオーディオ符号
変換送信手段は、入力されたフレームを符号化し、符号変換受信装置側はＭ個の伝送路か
ら正常に受信できた符号化データの中から最も圧縮率が低く音質の良い符号化データをフ
レームまたはパケット単位で選択して復号化する構成としたためである。
【０２６５】
本発明によれば、伝送路の状態又はオーディオデータ送信者の意図に沿った送信を行うこ
とができる。
【０２６６】
その理由は、本発明においては、第１乃至第Ｍ個の伝送路により、それぞれの伝送路でオ
ーディオデータの伝送に使用できる帯域にあわせて、第１乃至第Ｎのオーディオ符号変換
送信手段の圧縮率を選択することができる構成としたためである。
【０２６７】
また、本発明によれば、複数の符号化データ送信による伝送レートの増大を抑制すること
ができる。
【０２６８】
その理由は、本発明においては、第２乃至第Ｎのオーディオ符号変換送信手段が、第１の
オーディオ符号変換送信手段と同等又はそれよりも高い圧縮率で符号化し、第２乃至第Ｎ
のオーディオ符号変換送信手段による符号化データの送信は、第１のオーディオ符号変換
送信手段が符号化したフレームに対してだけ行うことを可能としたためである。
【０２６９】
さらに、本発明によれば、受信側で要する演算量の増大を抑制することができる。
【０２７０】
その理由は、本発明においては、符号変換伝送装置側は同一のフレーム含む符号化データ
を生成し、符号変換受信装置側は受信した複数の符号化データの中から１個だけをフレー
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ムまたはパケット単位で選択して復号化しているため、受信側では、受信した複数の符号
化データを復号化する必要がないようにしたためである。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の第１乃至第２の実施の形態に係るオーディオデータ伝送システムを示す
図である。
【図２】本発明の第１乃至第２の実施の形態に係るオーディオ符号変換伝送装置の構成を
示す図である。
【図３】本発明の第１乃至第７の実施の形態に係るオーディオ符号変換受信装置の構成を
示す図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態に係るオーディオ符号変換受信装置での符号化データ
再構成手順を示す図である。
【図５】本発明の第１乃至第７の実施の形態に係るオーディオ符号化データパケット伝送
形態の一例を示す図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態に係るオーディオ符号変換受信装置での符号化データ
再構成手順を示す図である。
【図７】本発明の第３の実施の形態に係るオーディオデータ伝送システムの構成を示す図
である。
【図８】本発明の第３の実施の形態に係るオーディオ符号変換伝送装置の構成を示す図で
ある。
【図９】本発明の第３の実施の形態に係るオーディオ符号変換受信装置での符号化データ
再構成手順を示す図である。
【図１０】本発明の第４の実施の形態に係るオーディオ符号変換受信装置での符号化デー
タ再構成手順を示す図である。
【図１１】本発明の第５の実施の形態に係るオーディオデータ符号変換システムの構成を
示す図である。
【図１２】本発明の第７の実施の形態に係るオーディオ符号変換伝送装置の構成を示す図
である。
【図１３】本発明の第６、第７の実施の形態に係るオーディオ符号変換伝送システムの構
成を示す図である。
【図１４】本発明の第６、第７の実施の形態に係るオーディオ符号変換伝送装置の構成を
示す図である。
【図１５】本発明の第８の実施の形態のシステム構成の一例を示す図である。
【符号の説明】
１０　符号変換伝送装置
１３　伝送路
２０　符号変換受信装置
３０　復号化装置
４０　符号化装置
１０１　オーディオデータ受信部
１０２　第１のオーディオデータ符号変換送信部
１０３　第１のオーディオデータ復号化部
１０４　第２のオーディオデータ符号変換送信部
１０５　第３のオーディオデータ符号変換送信部
１０６　第Ｎのオーディオデータ符号変換送信部
１０７　受信伝送路選択部
１１０　符号変換伝送装置
１０８　第１の符号化データ受信部
１０９　第１の符号化データ受信部
１１０　第３の符号化データ受信部
１１１　第Ｎの符号化データ受信部
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１１２　符号化データ再構成部
１２０　符号変換受信装置
１３０　伝送路
２００　第１のオーディオ符号変換送信部
２０１　第１の送信フレーム／パケット選択部
２０２　第１の誤り検出符号付加フレーム／パケット識別番号付加部
２０３　復号化部
２０６　第２の圧縮符号化部
２０７　第２の符号化パケット生成部
２０８　第２の誤り検出符号付加フレーム／パケット識別番号付加部
２１２　第３の圧縮符号化部
２１３　第３の符号化パケット生成部
２１４　第３の誤り検出符号付加フレーム／パケット識別番号付加部
２２０　第２のオーディオ符号化変換送信部
２３０　第３のオーディオ符号化変換送信部
３００　受信伝送路選択部
３０１　第１のパケット受信バッファ
３０２　第１の符号化データ抽出部
３０３　第１のエラー／パケットロス検出部
３０４　第２のパケット受信バッファ
３０５　第２の符号化データ抽出部
３０６　第２のエラー／パケットロス検出部
３０７　第３のパケット受信バッファ
３０８　第３の符号化データ抽出部
３０９　第３のエラー／パケットロス検出部
３１０　符号化データ再構成部
３２０　第１の符号化データ受信部
３３０　第２の符号化データ受信部
３４０　第３の符号化データ受信部
５０１　オーディオ符号変換装置
５０２、５０３、５０６、５０７　遅延付加部
５０５、５０９　伝送路
５１０　伝送路選択部
５１１　分離部
５１２　オーディオ受信復号化装置
７００　符号変換伝送装置
７０１　オーディオデータ受信部
７０２　オーディオデータ復号化部
７０３　第１のオーディオ符号変換送信部
７０４　第２のオーディオ符号変換送信部
７０５　第Ｎのオーディオ符号変換送信部
７０６　受信伝送路選択部
７０７　第１の符号化データ受信部
７０８　第２の符号化データ受信部
７０９　第Ｎの符号化データ受信部
７１０　符号化データ再構成部
７２０　符号変換受信装置
７３０　伝送路
８００　第１のオーディオ符号化変換送信部
８０１　復号化部
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８０４　第１の圧縮符号化部
８０５　第１の符号化パケット生成部
８０６　第１の誤り検出符号付加フレーム／パケット識別番号付加部
８１０　第２の圧縮符号化部
８１１　第２の符号化パケット生成部
８１２　第２の誤り検出符号付加フレーム／パケット識別番号付加部
１２０１　オーディオデータ受信部
１２０２　第１のオーディオ符号変換送信部
１２０３　オーディオデータ複製部
１２０４　第２のオーディオ符号変換送信部
１２０５　第Ｎのオーディオ符号変換送信部
１２０６　受信伝送路選択部
１２０７　第１の符号化データ受信部
１２０８　第２の符号化データ受信部
１２００　第Ｎの符号化データ受信部
１２１０　符号化データ再構成部
１３００　第１のオーディオ符号変換送信部
１３０１　第１の送信パケット選択部
１３０２　第１の誤り検出符号付加フレーム／パケット識別番号付加部
１３０３　パケット複製部
１３０４　第２の送信パケット選択部
１３０５　第２の誤り検出符号付加フレーム／パケット識別番号付加部
１３１０　第２のオーディオ符号変換送信部
１４０１　オーディオデータ受信部
１４０２　オーディオデータ復号化部
１４０３　第１のオーディオ符号変換送信部
１４０４　第２のオーディオ符号変換送信部
１４０５　第Ｎのオーディオ符号変換送信部
１４０６　受信伝送路選択部
１４０７　第１の符号化データ受信部
１４０８　第２の符号化データ受信部
１４０９　第Ｎの符号化データ受信部
１４１０　符号化データ再構成部
１５００　第１のオーディオ符号変換送信部
１５０１　復号化部
１５０２　第１の送信パケット選択部
１５０３　第１の誤り検出符号付加フレーム／パケット識別番号付加部
１５０４　第１の送信パケット選択部
１５０５　第１の誤り検出符号付加フレーム／パケット識別番号付加部
１５１０　第２のオーディオ符号変換送信部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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